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エンドユーザー使用許諾契約書

お客様は、 Microsoft Corporation （以下 「MS」） の関連会社から EXFO Inc. （EXFO） がライセンスを受けたソフ ト ウェアが含
まれているデバイス （「デバイス」） を取得されました。 MS が原作者であるインス トールされたソフ ト ウェア製品だけでな
く、 関連する メディア、 印刷物、 および 「オンライン」 または電子文書 （以下 「本ソフ ト ウェア」） は、 国際的な知的財産権
に関する法律および条約によって保護されています。 メーカー、 MS およびそのサプライヤ （Microsoft Corporation を含む）
は、 権原、 著作権、 および本ソフ ト ウェアの他の知的財産権を所有しています。 本ソフ ト ウェアは、 ライセンス供与され、
販売されていません。 無断複写 • 転載を禁じます。

ソフ ト ウェアが正規品であ り、 ソフ ト ウェアに対する本物の証明書が含まれている場合にのみ、 この EULA は有効であ り、
エンドユーザー権限を付与します。 お使いのソフ ト ウェアが正規のものであるかど うかを識別する方法の詳細については、
http://www.microsoft.com/piracy/howtotell を参照してください。   

お客様が本エンドユーザライセンス契約 （以下 "EULA"） に同意しない場合は、 デバイスを使用したり、 またはソフ ト ウェア
をコピーしたりないでください。 その代わりに、 返金のために未使用デバイスの返却についての指示を受けるために、 EXFO
に速やかに連絡してください。 デバイス上の使用を含むが、 それに限定されないソフ ト ウェアの使用によ り、 本 EULA （ある
いは以前の同意の確認） に、 ご同意をいただいたこ とになり ます。

ソフ ト ウェアライセンスの付与。 この EULA は、 お客様に以下のライセンスを許諾します。 

 このデバイスで、 本ソフ ト ウェアを使用するこ とができます。

 制限された機能。 EXFO によって、 デバイスが設計され、 販売されている限られた機能 （特定のタスクまたはプロセス）
を提供するためにのみ、 ソフ ト ウェアを使用するよ うにライセンス供与されています。 このライセンスでは、 その他のソ
フ ト ウェアプログラムもし くは機能の使用、 またはデバイス上で限られた機能を直接サポート していない追加のソフ ト
ウェアプログラムまたは機能を含めるこ とを特に禁止しています。 上記にかかわらず、 お客様はデバイスに、 システム
ユーティ リ ティ、 リ ソースの管理または類似のソフ ト ウェアを、 装置の管理、 パフォーマンスの強化、 および / または予
防保全のためにのみインス トールまたは有効にするこ とができます。

 デバイスを Microsoft Windows Server 製品の機能やサービス （たとえば、Microsoft Windows Server 2003 など） にアクセ
スしたり、 利用するために使用する場合、 またはデバイスをワークステーシ ョ ンまたはコンピューティングデバイスが、
Microsoft Windows Server 製品のサービスや機能にアクセスしたり、 利用するこ とを可能にする場合、 お客様は、 デバ
イスおよび / または各ワークステーシ ョ ンやコンピューティングデバイス用にク ライアン ト アクセスライセンスを取得す
るこ とが必要となる場合があ り ます。 追加情報については、 Microsoft Windows Server 製品のエンドユーザー使用許諾
契約書を参照してください。

 フォールト ト レラン トではない。 本ソフ ト ウェアは、 フォールト ト レラン トではあ り ません。 EXFO は、 独自にデバイス
でのソフ ト ウェアを使用する方法を決定し、 MS は EXFO に依存して、 ソフ ト ウェアがこのよ うな使用に適しているこ と
を決定するのに十分なテス ト を実施しています。

 ソフ ト ウェアに対しては無保証です。 本ソフ ト ウェアは 「現状のまま」 で、 すべての障害を含んで提供されます。 満足の
ゆく品質、 性能、 精度、 努力 （過失がないこ となど） に関する リ スクのすべては、 お客様にあ り ます。 また、 お客様のソ
フ ト ウェアの楽しみに対する干渉、 または侵害に対する保証はあ り ません。 デバイスまたはソフ ト ウェアに関して何らか
の保証を受けている場合、 それらの保証は MS に由来せず、 MS に対して拘束力もあ り ません。

 特定の損害についても、 一切の責任を負いません。 法律によ り禁止されている場合を除き、 MS は、 ソフ ト ウェアの使用
または性能に関連して生じるいかなる間接的、 特別、 結果的または偶発的な損害に対しても一切の責任を負わないものと
します。 いかなる救済も本質的な目的を達成できない場合でも、 この制限は適用されるものと します。 いかなる場合にお
いても、 MS は、 250 米ドル （US $250.00） の金額を超える額を弁済する責任を負いません。

 使用制限。 本ソフ ト ウェアは、 核施設、 航空機のナビゲーシ ョ ン、 通信システム、 航空交通管制、 または、 他のデバイス
やシステムの運用などで、 誤動作がデバイスまたはシステムのオペレータに、 または他人に傷害または死亡の予見可能な
リ スクを引き起こす、 フェールセーフ性能が必要な危険な環境での使用または販売向けに設計または意図されていませ
ん。

 リバースエンジニア リ ング、 逆コンパイル、 および逆アセンブリに関する制限事項。 お客様は、 この制限にかかわらず、
リバースエンジニア リ ング、 逆コンパイル、 逆アセンブルが適用される法律によって明示的に許可される場合を唯一の例
外と して、 かかる活動を行う こ とはできません。 

 デバイスの構成要素と してのソフ ト ウェア – 譲渡。 このライセンスは、 別のコンピュータ上で共有したり、 譲渡したり、
あるいは同時に使用するこ とはできません。 本ソフ ト ウェアは、 単一の統合された製品と してデバイスにライセンス供与
されており、 本デバイスでのみ使用するこ とができます。 ソフ ト ウェアがデバイスに添付されていない場合は、 ソフ ト
ウェアを使用するこ とはできません。 お客様は、 本ソフ ト ウェアのコピーを保持しない限り、 デバイスの永久販売または
譲渡の一環と してのみ、 本 EULA に基づくすべての権利を永久に譲渡するこ とができます。 本ソフ ト ウェアがアップグ
レードである場合、 あらゆる譲渡には、 本ソフ ト ウェアのすべての旧バージ ョ ンを含める必要があ り ます。 この譲渡には
また、 正規品証明ラベルを含める必要があ り ます。 譲渡は委託など、 間接的な譲渡であってはなり ません。 譲渡に先立
ち、 ソフ ト ウェアを受領するエンドユーザーは、 すべての EURA の条項に同意する必要があ り ます。
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 データの使用への同意。 お客様は、 ソフ ト ウェアに関連する製品サポートサービスの一環と して、 MS、 Microsoft 
Corporation およびその関連会社が、 何らかの方法で収集された技術情報を収集し、 使用するこ とに同意します。 MS、
Microsoft Corporation およびその関連会社は、 それらの製品の改善またはお客様にカスタマイズされたサービスや技術を
提供するためだけに、 この情報を使用するこ とができます。 MS、 Microsoft Corporation およびその関連会社は、 他者に
個人を特定できない形で、 この情報を開示するこ とができます。

 インターネッ トゲーム / アップデート機能。 本ソフ ト ウェアが提供し、 お客様がソフ ト ウェア内でインターネッ トゲーム
またはアップデート機能を利用するこ とを選択した場合、 その機能を実装するために特定のコンピュータシステム、 ハー
ドウェア、 およびソフ ト ウェア情報を使用する必要があ り ます。 これらの情報を使用するこ とで、 お客様は、 MS、
Microsoft Corporation およびその関連会社および / またはその指定代理人に、 それらの製品を改善するため、 またはお客
様にカスタマイズされたサービスや技術を提供するためだけに、 この情報を使用するこ とを明示的に承認します。 MS、
または Microsoft Corporation は、 他者に個人を特定できない形で、 この情報を開示するこ とができます。 

 インターネッ トベースのサービスコンポーネン ト。 本ソフ ト ウェアは、 特定のインターネッ トベースのサービスの使用を
有効にし、 容易にするコンポーネン ト を含むこ とがあ り ます。 お客様は、 MS、 Microsoft Corporation またはその関連会
社が、 お客様が利用しているソフ ト ウェアおよび / またはそのコンポーネン トのバージ ョ ンを自動的にチェッ クするこ と
ができ、 また自動的にデバイスにダウンロード し、 ソフ ト ウェアのアップグレードや補足を提供するこ とができるこ とを
了承し、 これに同意します。 Microsoft Corporation またはその関連会社は、 お客様を特定した り、 お客様に連絡したりす
るために使用する何らかの情報を収集するために、 これらの機能を使用しません。 これらの機能の詳細については、
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=25243 でプライバシーに関する声明を参照してください。 

 第三者サイ トへのリ ンク。 お客様は本ソフ ト ウェアを使用して第三者のサイ トに リ ンクするこ とができます。 第三者のサ
イ トは、 MS または Microsoft Corporation の管理下にはあ り ません。 また、 MS または Microsoft は、 第三者のサイ トの
コンテンツ、 第三者のサイ トに含まれる リ ンク、 および第三者のサイ トへの変更や更新については責任を負いません。
MS または Microsoft Corporation は第三者のサイ トから受信したウェブキャス ト またはその他のいかなる種類の通信につ
いても責任を負いません。 MS または Microsoft Corporation は、 便利さだけのために、 第三者のサイ トへのこれらのリ ン
クを提供しており、 任意のリ ンクを含めるこ とは、 第三者サイ トへの MS または Microsoft Corporation による推薦を意
味するものではあ り ません。

 セキュ リ ティに関するお知らせ。 セキュ リ ティの違反、 および悪意のあるソフ ト ウェアから保護するために、 定期的に
データ とシステム情報をバッ クアップし、 ファ イアウォールなどのセキュ リティ機能を使用し、 セキュ リティの更新をイ
ンス トールして使用します。 

 レンタル / 商用ホスティングの禁止。 お客様は、 他者に本ソフ ト ウェア使用する商用ホスティングサービスをレンタル、
リース、 または提供できません。

 コンポーネン トの分離。 本ソフ ト ウェアは、 単一の製品と してライセンス供与されています。 そのコンポーネン ト部分を
複数のコンピュータで使用するために分離するこ とはできません。

 追加のソフ ト ウェア / サービス。この EULA は、お客様が更新された条件や他の管理契約を受け入れる場合を除き、本ソフ
ト ウェアの最初のコピーを入手した日付の後に、 EXFO、 MS、 Microsoft Corporation またはその子会社から取得するこ と
が可能な、 本ソフ ト ウェアのアップデート、 補足、 アドオンコンポーネン ト、 製品サポートサービス、 または本ソフ ト
ウェアのインターネッ トベースのサービスコンポーネン ト （以下 「補足コンポーネン ト 」） にも適用されます。 他の条件
が、 MS、 Microsoft Corporation またはその子会社によって、 お客様に提供される補足コンポーネン ト と共に提供されて
いない場合、 本 EULA と同じ条件でかかる事業体によってお客様にライセンス付与されます。 ただし、 （i） MS、
Microsoft Corporation またはその子会社が、 EULA のための 「会社」 の代わりに、 かかる補足コンポーネン トに関するラ
イセンサーとな り、 かつ （ii） 適用される法律によ り認められる最大限の範囲において、 補足コンポーネン ト と、 補足コ
ンポーネン トに関連するすべての （も しあれば） サポートサービスが現状のままで、 すべての障害を含んで提供されるこ
とを除きます。 下記に記述されるその他すべての免責、 損害の制限、 特別な規定および / またはソフ ト ウェアと共に提供
されるものは、 補足のコンポーネン トにも適用されるものと します。 MS、 Microsoft Corporation またはその子会社は、
本ソフ ト ウェアの使用によ り、 お客様に提供されたり、 お客様が利用できる、 すべてのインターネッ トベースのサービス
を中止する権利を留保します。

 リ カバリ メディア。 本ソフ ト ウェアが、 別のメディアで EXFO によって提供され、 「 リ カバリ メディア」 と ラベル付けさ
れている場合、 お客様は、 最初にデバイスにインス トールされている本ソフ ト ウェアを リ ス ト アまたは再インス トールす
るためだけに、 リ カバリ メディアを使用するこ とができます。 

 バッ クアップコピー。 お客様は本ソフ ト ウェアの１つのバッ クアップコピーを作成するこ とができます。 お客様は保管の
ため、 およびデバイスに本ソフ ト ウェアを再インス トールするためのみにこのバッ クアップコピーを使用するこ とができ
ます。 本 EULA で、 または地域の法律によって明示的に規定されている場合を除き、 お客様は、 本ソフ ト ウェアに付属
する印刷物も含め、 本ソフ ト ウェアのコピーを作成するこ とはできません。 お客様は、 他のユーザーにバッ クアップコ
ピーを、 貸付、 賃借、 貸出、 あるいは譲渡するこ とはできません。
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 エンドユーザーのライセンス証明。 お客様が、 デバイス上、 またはコンパク トディ スクやその他のメディアで本ソフ ト
ウェアを入手した場合、 本ソフ ト ウェアの正規のコピーに付属する、 正規の Microsoft 「ラ イセンス証書」 / 正規証明書ラ
ベルが、 ソフ ト ウェアがライセンス供与されたコピーであるこ とを特定します。 有効であるためには、 ラベルがデバイス
に貼付、 または [ 会社の ] ソフ ト ウェアのパッケージに表示されている必要があ り ます。 お客様が、 EXFO 以外から別個
にラベルを受領した場合、 それは無効です。 お客様が本ソフ ト ウェアの使用許諾を受けているこ とを証明するために、 デ
バイスまたはパッケージにラベルを維持する必要があ り ます。

 製品サポート。 本ソフ ト ウェアの製品サポートは、 MS、 Microsoft Corporation、 またはその関連会社または子会社に
よって提供されていません。 製品サポートには、 デバイスのマニュアルに記載されている EXFO のサポート電話番号を
参照してください。 この EULA に関して、 または他の何らかの理由で EXFO への連絡を希望される場合は、 デバイスの
マニュアルに記載されている住所を参照してください。

 解約。EXFO は、お客様が本 EURA の条件に従わなかった場合、他の権利を害するこ とな く、本 EURA を解約するこ とがで
きます。 このよ うな場合、 お客様は本ソフ ト ウェアおよびそのコンポーネン トのすべてのコピーを破棄しなければなり ま
せん。

 輸出規制。 お客様は、 本ソフ ト ウェアが米国や欧州連合 （EU） の輸出管轄権に服するこ とを認めます。 お客様は、 米国
およびその他の国の政府が発行した、 米国輸出管理規則ならびにエンドユーザー、 最終使用および輸出先の制限を含む、
本ソフ ト ウェアに適用されるすべての国際法および国内法を遵守するこ とに同意します。 追加の情報は、
http://www.microsoft.com/exporting/ を参照してください。
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認定情報
認定情報

北米規制声明

本装置は、 カナダおよび米国の両国で認められた機関によって認定されて

います。 カナダおよび米国における使用に関する製品の安全性について、

適用される北米承認規格に従って評価されています。

電子試験および測定装置は、 米国の FCC Part15 Subpart B およびカナダの 
ICES-003 に対する準拠が免除されています。 しかし、 EXFO Inc. は、 当該

規格に準拠するための相応の努力を払っています。

当該規格で定められる制限事項は、 装置が商用環境で運用された場合の有

害な妨害に対して、 妥当な保護を提供するこ とを意図しています。 本装置

は、 電磁波を発生、 使用、 および放射する可能性があ り、 本ユーザーガイ

ドに従わずに設置および使用する と、 無線通信に有害な妨害を起こすこ と

があ り ます。 住宅地域での本装置の運用は、 有害な妨害を引き起こす可能

性があ り、 その場合はユーザーの費用負担で対処する必要があ り ます。 

製造業者の明示的な承認なく装置を変更した場合、 当該装置の使用に対す

るユーザーの権利が無効になる可能性があ り ます。

CSA 情報

この装置は、 CSA （証明書番号 162451） によって認可され、 適用される

CSA 規格 （cCSAus マークによ り確認できる） およびカナダ、 米国、 およ

びその他の国での使用に適用される IEC 規格に従って認証されています。
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認定情報
欧州共同体適合宣言書
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1 FTB-1のご紹介
FTB-1 プラ ッ ト フォームは、 専用の FTTH と イーサネッ ト テス ト アプ リ

ケーシ ョ ンを介して、 ネッ ト ワーク インフラ構築やト ラブルシューティン

グのために最適化された、 モジュラー型プラ ッ ト フォームです。 

注記 : このドキュ メン トでは、 （タ ッチスク リーンの使用に関連して） 「タ ップ」

と 「ダブルタ ップ」 が 「ク リ ッ ク」 と 「ダブルク リ ッ ク」 に置き換わり ま

す。 

主要な機能

FTB-1 プラ ッ ト フォームには以下のものが含まれます。

 マルチタスクの可能性

 7 インチカラータ ッチスク リーン （LCD と タ ッチスク リーンでは、屋外

での使用に最適化されたオプシ ョ ンが利用できます）

 2 つの USB 2.0 ポート （ホス ト ）

 イーサネッ ト ポート （10/100/1000 Base-T）

 オプシ ョ ンの内蔵 Wi-Fi および Bluetooth デバイス

 オプシ ョ ンの GPS USB キー 

 オプシ ョ ンの 3G USB モデムキー

 VPN 機能

 Windows Embedded Standard のオペレーティングシステム

 ファ イバ検査プローブポート

 オプシ ョ ンの内蔵パワーメータ と VFL

 装置へのリモート アクセス （TightVNC またはリモートデスク ト ップ経

由）

 装置から直接のウェブアクセス

 画面キャプチャ実行の可能性
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FTB-1 のご紹介

主要な機能
 PDF ファ イルジェネレータ と装置から利用できるビューア

 USB ス ト レージデバイスへのファイルとフォルダの簡単な転送

 アップデートマネージャを介してアプ リ ケーシ ョ ンの容易な更新

バッテリ LED

タッチスク

リーン

キーパッド

（標準ボタンと英数字

キーを含む）

前面

オンオフボタン / 電源 LEDファンクションボタン
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FTB-1 のご紹介

主要な機能
USB ホストポート

AC アダプタ / チャージャ

コネクタ

ファイバ検査プローブポート

RJ-45 ポート

ヘッドセット / マイクポート

組込みパワーメーター

（オプション）

VFL（オプション）

上部

モジュール

スタイラス

内蔵 Wi-Fi/Bluetooth デバイス

（オプション。ステッカでデバイ

スの搭載を表示）
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FTB-1 のご紹介

主要な機能
バッテリコンパートメント

モジュール

サポート サポート

背面
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FTB-1 のご紹介

LED インジケータの説明
LED インジケータの説明

装置の前面パネルに 2 つの LED インジケータがあ り、 電源とバッテ リのス

テータスに関する情報を提供します。

LED ステータス 意味

 
緑 装置はオンです。

緑、 点滅 装置はスタンバイモードです。

オフ 装置はオフまたはハイバネーシ ョ ンモードです。

緑 バッテ リは完全に充電されています。

緑、 点滅 バッテ リは充電中です。

黄、 点滅 装置は AC に接続されておらず、 バッテ リの残量が少
なくなっています。

赤 装置にバッテ リがないかバッテ リのエラーです。

オフ 装置の電源がオフであるか、 または装置が AC 給電さ
れておらずバッテ リーの残量が 「低バッテ リ しきい
値」 を超えています。
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FTB-1 のご紹介

キーパッ ドの説明
キーパッ ドの説明

画面上のキーボードに加えて、 装置にはキーパッ ドが装備されていて、 い

つでも様々なツールにアクセスできます。 

キーパッ ドは、 ナビゲーシ ョ ン （左、 右、 上、 下） 用の矢印キー、 英数字

キー （数字とテキス トの両方を入力するための携帯電話のキーと同様のも

の）、 およびその他のハード ウェアボタンで構成されます。

注記 : すべてのアプリ ケーシ ョ ンが英数字キーでのテキス ト入力をサポート して

いるわけではあ り ません。

下記の表は、 それぞれの目的の概要を示します。

ボタン 意味

画面の明るさを調節 （5 段階）

 オンスク リーンキーボードを表示

 画面キャプチャを実行 （ボタンを数秒間押し続けます）

1 つのタスクから別のタスクに切り替えるこ とができます。

装置をオン / オフします。

装置の電源をオフにするためのさまざまな方法の詳細について
は、 装置のオンまたはオフページ 26 を参照して ください。

テス ト を開始 / 停止します。
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FTB-1 のご紹介

キーパッ ドの説明
次の機能グループに移行します。

最後の入力を確認。 ENTER ボタンと同等。

項目 / 文字を削除します。

終了または最後の入力をキャンセルします。

ボタン 意味
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FTB-1 のご紹介

電源
電源

装置は、 次の電源で動作します。

 AC アダプタ / 充電器（標準電源コンセン トに接続、屋内での使用のみ）。

必要に応じて、 対応するカーコンセン ト アダプタも利用可能です。

 1 個のリチウムイオン充電可能バッテ リ （AC アダプタ / 充電器を外すと

自動的にバッテ リが電源にな り ます）。 

注記 : バッテ リが存在しない場合でも、 AC アダプタ / 充電器に接続されている場

合、 装置は機能します。

 操作に影響を与えずに、 AC アダプター / 充電器からバッテ リ電源

（またはその逆） に切り替えるこ とが可能です。

 AC アダプター / 充電器に接続されている場合は、バッテ リの充電が

自動的に行われます。 

 バッテ リーは 4 セル （小） とおよび 8 セル （大）の 2 つの形式で提供

されます。

 充電可能バッテ リ （ク ロ ッ ク用）。 AC 電源やリチウムイオンバッテ リ

（メ インバッテ リ ） が接続されていない場合でも、 このバッテ リは、 何

週間にわたって日時を保つこ とができます。

オプションのソフ トウェアパッケージ

オプシ ョ ンのソフ ト ウェアパッケージ （IPT パッケージ） はアプリ ケー

シ ョ ンと共に提供されます。 このパッケージを使用する と、 ping およびト

レースルート テス ト を実行するこ とができます。 ソフ ト ウェアオプシ ョ ン

の有効化方法に関する情報は、 ソフ ト ウェアオプシ ョ ンを有効にするペー

ジ 35 を参照して ください。
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FTB-1 のご紹介

表記法
表記法

本書に記載される製品をお使いになる前に、 次の表記法を理解しておいて

ください。

警告
潜在的に危険な状況が存在し、危険を回避しない場合、死亡または重傷

を招くおそれがあります。必要条件を理解し、それらを満たすまでは使

用を中止してください。

注意
潜在的に危険な状況が存在し、危険を回避しない場合、軽傷または中程

度の傷害を招くおそれがあります。必要条件を理解し、それらを満たす

までは使用を中止してください。

注意
潜在的に危険な状況が存在し、危険を回避しない場合、部品の破損を招

くおそれがあります。必要条件を理解し、それらを満たすまでは使用を

中止してください。

重要
本製品について、見過ごしてはならない情報のことを指しています。
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2 安全情報

警告
光源の動作中は、光ファイバの取り付けまたは終端処理を行わないでく

ださい。常に目を保護するようにし、ライブファイバの中を覗きこまな

いでください。

警告
本書に記載される以外の制御、調整、または手順を実施すると、危険な

状況にさらされたり、本装置で提供される安全保護を損なう恐れがあり

ます。

重要
装置に  の記号が記載される場合、ユーザーマニュアルの指示を

参照するようにしてください。本製品をお使いになる前に、必須条件を

理解した上に、それらを満たすようにしてください。
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安全情報

レーザー安全情報
レーザー安全情報

装置のレーザー等級はご使用のモジュールに依存します。 正確な情報のた

めには、 異なるモジュールのユーザーガイ ドまたはオンラインヘルプを参

照して ください。

内蔵 VFL 付き装置

本計器は、 IEC 60825-1 および 21 CFR 1040.10 規格に準拠したク ラス 3R の

レーザー製品です。 直接にビームを見るこ とで、 危害を受ける可能性があ

り ます。

次のラベルは製品がク ラス 3R のソースを含むこ とを示します。

装置の底部パネルに固定。
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安全情報

電気安全情報
電気安全情報

装置が完全にオフになっているこ とを確認する必要がある場合は、 電源

ケーブルを切断し、 バッテ リ を取り出しておいてください。

警告
 外部電源は屋内でのみ使用します。

 空気が装置の周りを自由に流れるように、装置を設置します。 

 可燃性のガスや蒸気の周りで電気装置を操作することは、重大な安

全上の問題を構成します。

 電気ショックを避けるため、外面（カバー、パネル等）のいずれか

の部分が破損している場合は、装置を作動させないでください。

 認定された担当者のみが、通電した状態で、開いた装置の、調整、

メンテナンスや修理を実施する必要があります。応急処置の資格を

有する人も立ち会わなければなりません。電源ケーブルおよびバッ

テリが接続されたままで部品を交換しないこと。

 装置内のコンデンサは、装置が電源から接続されていない場合でも

充電されていることがあります。

 EXFOによって装置とともに提供されたACアダプタ /チャージャのみ

を使用します
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安全情報

電気安全情報
次のラベルが装置に貼り付けられています ：

機器定格

温度

 運用

 保存

 0 °C ～ 50 °C （32 °F ～ 122 °F）

 -40 °C ～ 70 °C （-40 °F ～ 158 °F）

相対湿度a

 装置 

 AC アダプタ

a. 0 °C ～ 31 °C（32 °F ～ 87.8 °F）の範囲で測定、40 °C（104 °F）で 50 % まで直線的に減少。

  95 % 結露のないこ と

 0 % ～ 80 % 結露のないこ と

最高運用高度 5000 m （16405 フ ィート ）

汚染度 2

過電圧カテゴ リ II

電源定格b

b. 公称電圧の ± 10 % を超えないこと

 100 - 240 V; 50/60 Hz; 1.6 A

ラベルは装置の下部パネルにあります。
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3 ユニッ トを使い始めるにあたって

テストモジュールの取り付けおよび取り外し

FTB-1 にモジュールを取り付けるには :

1. 装置の電源をオフにします。

2. 装置のフロン トパネルが、 テーブルなどの平面に載るよ うに配置しま

す。

3. モジュールのバンパーと短い側の端が、 プラ ッ ト フォームのものと揃

う よ うに、 モジュールをプラ ッ ト フォームの上に配置させます。 必要

に応じて、 正しい配置になるまでモジュール少し動かします。

注意
FTB-1 の電源がオンの間は、モジュラーの取り付けまたは取り外しを行

わないでください。モジュールと装置のどちらにも、直接かつ修復不可

能な損害を招きます。

注意
装置の破損を防ぐには、EXFO が承認したモジュールのみと使用してく

ださい。
FTB-1 15



ユニットを使い始めるにあたって

テス トモジュールの取り付けおよび取り外し
4. マイナス ド ラ イバを使用して、 4 つのネジを時計回りに締めます。

これによ り、 モジュールは 「固定」 されます。

装置の電源をオンにする と、 起動シーケンスによ りモジュールが自動的に

検出されます。

留めねじを

右回りに締める

バックパネル
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ユニッ ト を使い始めるにあたって

テス トモジュールの取り付けおよび取り外し
FTB-1 からモジュールを取り外すには :

1. Mini ToolBox ( ミ ニ ・ ツールボッ クス ) を終了して、 装置の電源をオフ

にします。

2. 装置のフロン トパネルが、 テーブルなどの平面に載るよ うに配置しま

す。

3. マイナス ド ラ イバを使用して、 4 つのネジが緩くなるまで左回りに回

します。 拘束ネジのため、 完全に取り外すこ とはできません。

ネジを左回りに緩める

バックパネル
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ユニットを使い始めるにあたって

テス トモジュールの取り付けおよび取り外し
4. モジュールの側面 ( コネクではなく )、 上に引き抜きます。

注意
コネクタを持って、モジュールを引き抜くと、モジュールとコネクタの

どちらにも大きく傷付ける可能性があります。必ず、筐体留めねじのノ

ブを持ってモジュールを引き出す 。
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ユニッ ト を使い始めるにあたって

支持体の使用
支持体の使用

装置は 2 つの支持体を使用して、 垂直方向 （画面を前面に向けて）、 また

はある角度のいずれでも立つよ うに設計されています。 

装置で使用できるすべてのモジュールは、 装置の向きを変更するために使

用できる 2 つの支持体を備えています。 モジュールが FTB-1 の中に挿入さ

れたら、 支持体を使用するこ とができます。

注記 : 支持体は、 テス ト中に装置の最適な安定性を確保します。

支持体を使用して装置の向きを変更するには ：

2 つの支持体を引き出します。
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ユニットを使い始めるにあたって

Kensington ロ ッ クを使用して装置を固定
Kensington ロックを使用して装置を固定

装置で使用できるすべてのモジュールは、 オプシ ョ ンの Kensington ロ ッ

ク （セキュ リ ティケーブル） を接続するこ とができるよ うにセキュ リ ティ

スロ ッ ト を装備しています。 モジュールが FTB-1 の中に挿入されたら、 盗

難を防止するために、 このロ ッ クを使用してユニッ ト を固定するこ とがで

きます。

装置を固定するには ：

モジュールの側面にあるセキュ リ ティ スロ ッ トにロ ッ クを接続します。
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ユニッ ト を使い始めるにあたって

キーボードやマウス、 その他の USB デバイスのインス トール
キーボードやマウス、 その他の USB デバイスのイン
ストール

装置は、 多くの USB デバイスをサポート しています。 以下の表には、 サ

ポート されている USB デバイスが一覧表示されています。

デバイス 詳細

メモ リーキー ネッ ト ワークへのアクセスがない装置と コンピュータ
の間のデータ転送用。 メモ リーキーを使用してデータ
を転送する方法についての情報が必要な場合は、 デー
タの管理ページ 113 を参照して ください。

キーボード 英数字データを入力する必要がある と き、 オンスク
リーン （仮想） キーボードが表示されます。 ただし、
必要に応じて、 ハード ウェアのキーボードを使用する
こ とができます。

注記 : キーボードが接続されている場合でも、

Mini Toolbox で作業する と きには、 オン

スク リーンキーボードが引き続き表示さ

れます。

マウス タ ッチスク リーンの代わりにマウスを使用したい場合
は、 マウスをインス トールするこ とができます。

複合デバイス 複数のデバイスを使用して、 装置へ情報を入力するた
めに、 複合デバイス （例えば、 キーボード とマウスの
組み合わせ） を使用するこ とができます。

ハブ 追加の USB ポートが必要な場合には、 このデバイス
が特に役に立ちます。

USB から RS-232
への変換アダプタ
（EXFO よ り購入）

装置と RS-232 （シ リ アル） ポートのみを装備したデバ
イス間でデータを転送するこ とができます。 詳細は、
USB から RS-232 変換アダプタを使用ページ 127 を参
照して ください。
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ユニットを使い始めるにあたって

キーボードやマウス、 その他の USB デバイスのインス トール
同時に複数のデバイスを接続するこ とができます。 

GPS の USB キー
（EXFO から購入）

装置の位置 （緯度と経度の座標） を知るこ とができま
す。 詳細は、 装置の GPS 位置情報の取得ページ 104
を参照して ください。

3G USB モデム
キー （EXFO から
購入）

Wi-Fi または Ethernet ネッ ト ワークに接続するこ とな
く、 インターネッ トにアクセスします。 詳細は、 3G 
USB モデムのキーによるインターネッ トへのアクセス
ページ 99 を参照して ください。

重要
装置は、USB プリンタをサポートしていません。書類を印刷したい場合

は、PDFCreator か、ネットワークプリンタ（ドキュメントの印刷ペー

ジ 81 を参照）を使用するか、またはネットワークプリンタにアクセス

できるコンピュータ（データの管理ページ 113 を参照）にファイルを転

送する必要があります。

デバイス 詳細
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ユニッ ト を使い始めるにあたって

キーボードやマウス、 その他の USB デバイスのインス トール
装置に USB デバイスを取り付けるには ：

USB ポート （ユニッ トの上部にあ り ます） のいずれかに USB デバイスを

接続します。 

注記 : USB デバイスを接続する前に、 装置の電源を切る必要はあ り ません。 ソフ

ト ウェアは自動的にその存在を検出します。

デバイスが自動的に認識され、 すぐに使用可能とな り ます。 
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ユニットを使い始めるにあたって

オンスク リーン （仮想） キーボードの使用
オンスクリーン （仮想） キーボードの使用

装置には、 多言語機能をサポートする、 オンスク リーンキーボードが装備

されています。 このキーボードは、 Windows のキーボード設定に従って

機能します。 

オンスクリーンキーボードを使用するには ：

1. 装置のキーパッ ドで、 ボタンを押します。

2. テキス ト を入力したい位置を選択します。

3. 必要に応じてデータを入力します。

4. データの入力が終了した場合、 その位置から離れます。
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ユニッ ト を使い始めるにあたって

タ ッチスク リーンでの右ク リ ッ ク
タ ッチスクリーンでの右クリ ック

マウスを操作するこ とに慣れている場合は、 タ ッチスク リーン上で右ク

リ ッ クを実行できるよ うにする と便利です。

タ ッチスクリーンで右クリ ックするには ：

シ ョート カッ ト メニューが表示されるまで、 スタイ ラスまたは任意の先の

丸いポインティングデバイスを使用して、 右ク リ ッ ク したい位置で、 数秒

間画面を押して ください。

何のアクシ ョ ンも実行せずにシ ョート カッ ト メニューを非表示にする場合

は、 単にメニューの外側の任意の場所をタ ップします。
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ユニットを使い始めるにあたって

装置のオンまたはオフ
装置のオンまたはオフ 
装置をオフにするには、 以下の複数の方法があ り ます。

 スタンバイ ： 装置の状態情報をメモ リ （RAM） に保持します。 次回に

装置をオンにする と、 素早く以前の作業環境に戻り ます （起動中のア

プリ ケーシ ョ ンはまだ稼働中です）。 このモードは装置がオフの間に、

よ り多くのバッテ リ電力を消費します。

 ハイバネーシ ョ ン ： メモ リ （RAM） に保持された装置の状態情報を

ディ スク上の特別なファ イルに保存します。 次回に装置をオンにする

と、 確実に以前の作業環境に戻る （起動中のアプリ ケーシ ョ ンはまだ

稼働中です） ために、 このファ イルが使用されます。 装置が起動する

のにスタンバイモード よ り も長くかかり ますが、 装置がオフの間は

バッテ リ電力の消費が抑えられます。 装置が一定時間の後に、 自動的

にスタンバイからハイバネーシ ョ ンに切り替わるよ うに構成するこ と

ができます。

 シャ ッ ト ダウン ： テス トモジュールとプラ ッ ト フォームへの電力を完

全に遮断します。 装置は、 次回に使用する際には完全な再起動ルーチ

ンを実行します。 1 週間もし くはそれ以上の期間装置を使用しない予

定であれば、 シャ ッ ト ダウンを実行する必要があ り ます。

シャ ッ ト ダウンの後、 装置は Mini Toolbox 内の Mini Toolbox、 または

スタート アップアプ リ ケーシ ョ ンと して定義したアプ リ ケーシ ョ ンを

起動します。

注記 : 多くのコンピュータの場合と同様に、 電源ボタンを 10 秒以上押したまま

にするこ とで、 装置は電力ダウン リセッ ト を実行します。

デフォルトでは、 装置は標準のシャ ッ ト ダウンウ ィ ンド ウを表示します。

そこで希望するシャ ッ ト ダウンモードを選択するこ とができます。 ただ

し、 電源ボタンが押された場合、 異なるアクシ ョ ンを実行するよ うに装置

を設定するこ とができます。

また、 バッテ リ レベルが低すぎるために装置がオフになった後、 AC 電源

が回復したと きに自動的に再起動するよ うに装置を構成するこ とができま

す （緊急シャ ッ ト ダウン、 スタンバイ、 またはハイバネーシ ョ ンモード）。
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ユニッ ト を使い始めるにあたって

装置のオンまたはオフ
装置の電源をオンにするには ：

オン / オフボタンを押します。

装置の電源をオフにするには ：

1. オン / オフボタンを押します。 

または

Windows のタスクバーで、 起動をタ ップします。

これで標準のシャ ッ ト ダウンウ ィンド ウが表示され、 そこからアク

シ ョ ンまたはシャ ッ ト ダウンモードを選択するこ とができます。

2. シャ ッ ト ダウンを選択します。

電源ボタンの動作を定義するには ：

1. メ イン メニューから設定をタ ップします。 をタ ップし、 電源オプシ ョ

ンをダブルタ ップします。

2. 詳細設定タブを選択します。
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ユニットを使い始めるにあたって

装置のオンまたはオフ
3. コンピュータの電源ボタンを押したと きの リ ス トから、 望ましい動作

を選択します （デフォルトで、 入力を求めるオプシ ョ ンが選択されて

います）。

4. 適用をタ ップして変更を確定し、 次に OK を押してコン ト ロールパネ

ルに戻り ます。
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ユニッ ト を使い始めるにあたって

装置のオンまたはオフ
AC 電源が回復した後に、 装置を自動的に再起動するように設定するには ：

1. メ イン メニューで、 システム設定をタ ップします。

2. システム設定ウ ィンド ウで、 アプリ ケーシ ョ ンの起動をタ ップします。

3. 「AC コンセン トに接続されているか、 停電の後は、 ユニッ トの電源を

オンにします」 ボッ クスを選択し、 対応するオプシ ョ ンを有効にしま

す。

または

AC 電源が回復した後、 装置が自動的に再起動しないこ とを希望する場

合は、 このチェッ クボッ クスをオフにします。

4. をタ ップし、 変更を確定して、 メ インウ ィ ンド ウに戻り ます。
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ユニットを使い始めるにあたって

アプリ ケーシ ョ ンのインス トールまたはアップグレード
アプリケーショ ンのインストールまたはアップグ
レード

必要なすべてのアプリ ケーシ ョ ンは、 工場出荷時にプリ インス トールさ

れ、 構成されています。 ただし、 新しいバージ ョ ンが利用可能になったと

きに、 またはそれらを再インス トールする場合、 いくつかのアプリ ケー

シ ョ ンをアップグレードする必要があ り ます。

注記 : 管理者レベルのユーザのみが、 Windows Embedded Standard の下でソフ

ト ウェアをインス トールするこ とができます。

ミ ニツールボッ クス （お使いのプラ ッ ト フォームに付属のソフ ト ウェア）

およびモジュールアプリ ケーシ ョ ンだけでなく、 アップデートマネージャ

を再インス トールする必要な場合に備えて、 装置付属の DVD から、 インス

トール USB キーを作成するこ とができます。 すべての必要なファイルが

USB キーにコピーされます。

新しいモジュールを購入するたびに、 また新しいインス トール USB キーを

作成するこ とができる DVD を受け取るこ とにな り ます。 最近のアップデー

トマネージャアプ リ ケーシ ョ ンが装置にインス トールされているこ とを確

認するこ とをお勧めします。

アプ リ ケーシ ョ ン用のアップデートが利用可能な場合は、 直接装置または

コンピュータのいずれかに、 インターネッ トからそれらをダウンロードす

る必要があ り ます。 後者のケースでは、 装置にアップデート ファ イルを転

送する必要があ り ます （データの管理ページ 113 参照）。 アップデート

ファ イルは、 アップデートマネージャでデプロイ メン トパッケージ用に指

定された場所にコピーする必要があ り ます。
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ユニッ ト を使い始めるにあたって

アプリ ケーシ ョ ンのインス トールまたはアップグレード
インス トール USB キーの作成のためには、 次のものが必要とな り ます。

 インス トール DVD

 USB ポート を装備したコンピュータ。 Windows がコンピュータにイン

ス トールされている必要があ り ます。 

 USB メモ リ キー

アップグレードの場合は、 次のものが必要とな り ます。

 FTB-1 装置

 USB ポート を装備したコンピュータ。 Windows がコンピュータにイン

ス トールされている必要があ り ます。 

 USB メモ リ キー

注記 : アップグレードの場合、 ユニッ ト上に直接ファ イルをダウンロード した く

ない場合は、 コンピュータ と USB キーのみが必要です。

注記 : 詳細については、 アップデートマネージャオンラインヘルプを参照して く

ださい。

重要
装置にアップデートマネージャを再インストールする必要がある場合

は、次の点を確認してください。 

 アップデートマネージャ用のインストールファイルが装置上に残っ

ていること。そうでなければ、後でこのアプリケーションの新しい

バージョンをインストールすることはできません。

 慎重に、アップデートマネージャのインストールファイルを含む

フォルダを選択します。このフォルダを移動したり名前を変更した

場合は、このアプリケーションの新しいバージョンをインストール

したい場合に、変更されたフォルダを手動で参照する必要がありま

す。
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ユニットを使い始めるにあたって

アプリ ケーシ ョ ンのインス トールまたはアップグレード
アップデートマネージャを更新したり、 再インストールするには ：

1. 必要な場合は、 インターネッ トから希望のインス トールファ イルを取

得します。

装置に直接ファイルをダウンロードする予定がない場合は、 コン

ピュータの USB ポートの 1 つに USB メモ リ キーを接続し、 この USB
キーにインス トールファ イルをコピーします。

2. まだ装置の電源が入っていない場合は、 オンにします。 

3. Mini Toolbox とモジュールのアプリ ケーシ ョ ンを終了します。

4. USB キーを使用してアップデートマネージャをインス トールする場合

は、 USB キーをコンピュータから外し、 装置の USB ポートのいずれか

に接続します。 

5. 装置で、 Windows のデスク ト ップ上にフォルダを作成します。

6. インス トールファ イルを （USB キーから） 新し く作成したフォルダに

コピーします。 

7. インス トールを開始するには、 新し く作成されたフォルダで Setup.exe
ファ イルをタ ップします。

8. 画面上の指示に従います。

9. インス トールが完了したら、 単に USB メモ リ キーを抜いてください。
32 FTB-1



ユニッ ト を使い始めるにあたって

アプリ ケーシ ョ ンのインス トールまたはアップグレード
アプリケーシ ョンのインストールまたはアップグレードは ：

1. 必要な場合は、 インターネッ トから希望のインス トールファ イルを取

得します。

装置に直接ファイルをダウンロードする予定がない場合は、 コン

ピュータの USB ポートの 1 つに USB メモ リ キーを接続し、 この USB
キーにインス トールファ イルをコピーします。

2. まだ装置の電源が入っていない場合は、 オンにします。 必要であれば、

モジュールのアプリ ケーシ ョ ンを終了します。

3. USB キーを使用してアプリ ケーシ ョ ンをインス トールまたはアップ

デートする場合は、 USB キーをコンピュータから外し、 装置の USB
ポートのいずれかに接続します。 

4. インス トールファ イルを （USB キーから） 装置のアップデート と イン

ス トールパッケージが含まれているフォルダにコピーします。 デフォ

ルトでは、 アップデートマネージャは、 USB キーのルートにあるファ

イルを検索します。 詳細については、 アップデートマネージャオンラ

インヘルプを参照して ください。

5. 装置のミニツールボッ クスから、 ユーティ リ ティ タブを選択します。

6. 対応するアプ リ ケーシ ョ ンを起動するためにアップデートマネージャ

をタ ップします。 アプリ ケーシ ョ ンのインス トールまたはアップグ

レードの詳細については、 アップデートマネージャオンラインヘルプ

を参照して ください。

7. インス トールが完了したら、 単に USB メモ リ キーを抜いてください。
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ユニットを使い始めるにあたって

アプリ ケーシ ョ ンのインス トールまたはアップグレード
インストール USB キーを作成するには ：

1. コンピュータの電源をオンにして、 CD/DVD ド ラ イブにインス トール

DVD を挿入します。 

2. コンピュータの USB ポートの 1 つに、 USB メモ リ キーを接続します。

3. インス トール DVD のウェルカムウ ィンド ウから、 Mini Toolbox とツー

ルをク リ ッ ク します。

4. Mini Toolbox チェッ クボッ クスを選択し、 次へをク リ ッ ク します。

5. 画面上の指示に従います。 すべての必要なコンポーネン トが USB キー

にコピーされます。

6. 操作が完了したら、 閉じるをク リ ッ ク し、 インス トール DVD のウ ィン

ド ウを閉じるために終了をク リ ッ ク します。

7. コンピュータから USB メモ リ キーを取り外します。

新しいインス トール USB キーの準備が整いました。
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ユニッ ト を使い始めるにあたって

ソフ ト ウェアオプシ ョ ンを有効にする
ソフ トウェアオプションを有効にする

装置と同時に購入したソフ ト ウェアのオプシ ョ ンは、 既に有効化されてい

ます。 ただし、 その後にオプシ ョ ンを購入された場合は、 ご自分で有効に

する必要があ り ます。

オプシ ョ ンを有効にするには、 次の情報を EXFO に連絡する必要があ り ま

す。 

 新し く購入したオプシ ョ ンの購入注文番号

 モジュールまたはプラ ッ ト フォームのシ リ アル番号 （ソフ ト ウェアオ

プシ ョ ンを、 モジュールまたはプラ ッ ト フォーム用に購入したかによ

る）

 お客様の名前

 お客様の会社名

 お客様の電話番号

 お客様の電子メールアドレス

 オプシ ョ ンがインス トールされるモジュールまたはプラ ッ ト フォーム

単一のキー （.key） ファ イルを受信し、 それによって購入したすべての新

規オプシ ョ ンをロ ッ クを解除するこ とができます。
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ユニットを使い始めるにあたって

ソフ ト ウェアオプシ ョ ンを有効にする
装置のオプシ ョンを有効にするには ：

1. コンピュータの USB ポートの 1 つに、 USB メモ リ キーを接続します。

2. USB メモ リ キーにキーファイルをコピーします。 

3. コンピュータから USB キーを取り外し、 それを装置に接続します。

4. Mini ToolBox からユーティ リ ティ タブを選択し、 次にタ ップでオプ

シ ョ ンを有効化します。
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ユニッ ト を使い始めるにあたって

ソフ ト ウェアオプシ ョ ンを有効にする
5. 使用したいキーファ イルを見つけるには、 プラ ッ ト フォームのオプ

シ ョ ンタブで、 ブラウズボタンを使用します。

6. 有効化を押します。

オプシ ョ ンインジケータは、 オプシ ョ ンが有効になったこ とを示すた

めに緑のチェッ クマークに変わり ます。

7. OK を押し、 オプシ ョ ンの有効化ウ ィンド ウを閉じします。

注記 : この時点で、 キーファイルをコピーするために USB キーを使用している場

合、 新しいオプシ ョ ンを使用するのには必要ないので、 それを取り除く こ

とができます。
FTB-1 37



ユニットを使い始めるにあたって

ソフ ト ウェアオプシ ョ ンを有効にする
モジュールのソフ トウェアオプシ ョ ンを有効にするには ：

1. コンピュータの USB ポートの 1 つに、 USB メモ リ キーを接続します。

2. USB メモ リ キーにキーファイルをコピーします。 

3. コンピュータから USB キーを取り外し、 それを装置に接続します。

4. Mini ToolBox からユーティ リ ティ タブを選択し、 次にタ ップでオプ

シ ョ ンを有効化します。
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ユニッ ト を使い始めるにあたって

ソフ ト ウェアオプシ ョ ンを有効にする
5. 使用するキーファ イルを見つけるには、 モジュールオプシ ョ ンタブで、

ブラウズボタンを使用します。

6. 有効化を押します。

オプシ ョ ンインジケータは、 オプシ ョ ンが有効になったこ とを示すた

めに緑のチェッ クマークに変わり ます。

注記 : オプシ ョ ン リ ス トで、 モジュール用にサポート されているオプシ ョ ンを閲

覧できます。

7. OK を押し、 オプシ ョ ンの有効化ウ ィンド ウを閉じします。

注記 : この時点で、 キーファイルをコピーするために USB キーを使用している場

合、 新しいオプシ ョ ンを使用するのには必要ないので、 それを取り除く こ

とができます。
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ユニットを使い始めるにあたって

モジュールアプリ ケーシ ョ ン
モジュールアプリケーション

モジュールの設定および制御はの専用アプリ ケーシ ョ ン  から行えますMini 
Toolbox。

モジュールアプリケーシ ョンを起動するには :

Mini Toolbox のウ ィンド ウの一番下で、 希望のアプリ ケーシ ョ ンに対応す

るボタンを押します。

Power Meter (パワーメーター) または Probe (プローブ ) アプリケーショ
ンを起動するには :

Main Menu ( メ イン メニュー ) で Power Meter ( パワーメーター ) または 
Probe ( プローブ ) を押します。

プラットフォーム

に挿入されたモ

ジュール

モジュールに固

有のアプリケー

ション
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4 装置の設定

明るさを調整

作業環境に合わせて、 LCD の明るさを調整するこ とができます。 値は、 装

置をオフにしても メモ リー内に保持されます。 

注記 : これらの設定は、 ファ イバ検査プローブの表示には適用されません。

ディスプレイの明るさを調整するには ：

明るさのレベルを切り替える キーを繰り返し押します。

または 

1. メ イン メニューで、 システム設定をタ ップします。

2. 必要な場合は、 システム設定から、 ディ スプレイ と音声をタ ップしま

す。
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装置の設定

明るさを調整
3. 画面の外観が自分の好みになるまでスライダを移動します。

4. をタ ップして Mini Toolbox ウインド ウへ戻り ます。
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装置の設定

マイク と スピーカーの音量を調整
マイクとスピーカーの音量を調整

作業環境に合わせて、 マイ ク と スピーカーの音量を調整するこ とができま

す。 値は、 装置をオフにしても メモ リー内に保持されます。 

マイクの音量を調整するには ：

1. メ イン メニューで、 システム設定をタ ップします。

2. 必要な場合は、 システム設定から、 ディ スプレイ と音声をタ ップしま

す。

3. 音量から、 サウンドオプシ ョ ンボタンをタ ップします。

4. 音声タブを選択します。
FTB-1 43



装置の設定

マイク と スピーカーの音量を調整
5. 音声録音の下の音量をタ ップします。

6. マイ クブース トオプシ ョ ンが選択されているこ とを確認します。

6a. オプシ ョ ン メニューから、 高度なコン ト ロールを選択します。

6b. 詳細ボタンをタ ップします。
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装置の設定

マイク と スピーカーの音量を調整
6c. その他のコン ト ロールの下で、 1 Microphone Boost チェッ ク

ボッ クスを選択します。

6d. 閉じるをタ ップします。

注記 : 通常は、 マイ クのボ リ ューム （オプシ ョ ンは、 他のすべてのユーザーのた

めに選択されます） を初めて調整する場合にのみ、 このオプシ ョ ンを選択

する必要があ り ます。 いったんそれが完了する と、 次のステップで説明す

るよ うに、 スラ イダで音量をコン ト ロールするこ とができます。

7. マイ クの音を調整するには、 Microphone 下のスライダを使用します。

設定が完了したら、 ウ ィ ンド ウを閉じます。

8. OK をタ ップし、 ディ スプレイ と音声ウインド ウに戻り ます。

9. をタ ップして Mini Toolbox ウインド ウへ戻り ます。
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装置の設定

マイク と スピーカーの音量を調整
スピーカの音量を調整するには ：

1. メ イン メニューで、 システム設定をタ ップします。

2. 必要な場合は、 システム設定から、 ディ スプレイ と音声をタ ップしま

す。

3. 音量からスライダを使用して、 スピーカの音声を調整します。 

注記 : 直ちに音をオフにしたい場合は、 ミ ュートチェッ クボッ クスを選択するこ

とができます。 

注記 : 音源 （マスターボ リ ュームと Wave コン ト ロール） に応じて音量を改善し

たい場合は、 オーディオ ミ キサボタンをタ ップします。

4. をタ ップして Mini Toolbox ウインド ウへ戻り ます。
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装置の設定

タ ッチスク リーンの再キャ リブレーシ ョ ン
タ ッチスクリーンの再キャリブレーション

タ ッチスク リーンが、 以前のよ うに動作していないこ とに気づいた場合

（例えば、 今では項目を選択するこ とが、 困難など）、 おそら く再キャ リブ

レーシ ョ ンを必要と します。

デフォルトのキャ リブレーシ ョ ン方法は 9 ポイン ト を使用して実行されま

すが、 よ り精度が必要な場合は、 4 ポイン ト、 あるいはさ らに 25 ポイン ト

キャ リブレーシ ョ ン （線形化） を行う こ とができます。 

いつでもキャ リブレーシ ョ ンプロセスを停止するこ とができますが、 タ ッ

チスク リーンはまだキャ リブレーシ ョ ンが必要です。 プロセスが完了した

と きにのみパラ メータが考慮されます。

タ ッチスクリーンを再キャリブレーショ ンするには ：

1. メ イン メニューで、 システム設定をタ ップします。

2. 必要な場合は、 システム設定から、 ディ スプレイ と音声をタ ップしま

す。
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装置の設定

タ ッチスク リーンの再キャ リブレーシ ョ ン
3. キャ リブレーシ ョ ンポイン トの一覧から、 キャ リブレーシ ョ ンのため

の希望のポイン トの数を選択します。

4. キャ リブレート をタ ップします。
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装置の設定

タ ッチスク リーンの再キャ リブレーシ ョ ン
5. スタイラス （または何らかの先の鈍いポインティングデバイス） を使

用して、 画面に表示される様々なターゲッ トの中心だけを押します。

アプ リ ケーシ ョ ンが新しいパラ メータが考慮済みであるこ とを示す OK
を表示するまで、 押し続けます。

注記 : キャ リブレーシ ョ ンプロセスを停止したい場合は、 を装置の

キーパッ ドで押します。 アプリ ケーシ ョ ンが自動的に閉じて、 ディ スプレ

イ と音声ウ ィンド ウに戻り ます。

キャ リブレーシ ョ ンが完了したら、 自動的にディ スプレイ と音声ウ ィンド

ウに戻り ます。

6. をタ ップして Mini Toolbox ウインド ウへ戻り ます。

考慮される新しいパラメータ

完了の割合
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装置の設定

タ ッチスク リーンの右ク リ ッ ク機能の有効化または無効化
タ ッチスクリーンの右クリ ック機能の有効化または
無効化

デフォルトでは、 自分のタ ッチスク リーンで右ク リ ッ クするこ と もできま

す （タ ッチスク リーンでの右ク リ ッ クページ 25 を参照）。 ただし、 ご希望

の場合、 この機能を無効にするこ とができます。 

タ ッチスクリーンの右クリ ックを有効化または無効化するには ：

1. メ イン メニューで、 システム設定をタ ップします。

2. 必要な場合は、 システム設定から、 ディ スプレイ と音声をタ ップしま

す。

3. タ ッチスク リーンの下で、 タ ッチスク リーンオプシ ョ ンボタンをタ ッ

プします。
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装置の設定

タ ッチスク リーンの右ク リ ッ ク機能の有効化または無効化
4. 設定タブを選択します。

5. オプシ ョ ンボタンをタ ップします。
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装置の設定

タ ッチスク リーンの右ク リ ッ ク機能の有効化または無効化
6. オプシ ョ ンタブで、 自動右ク リ ッ クを有効にするチェッ クボッ クスを

選択して、 オプシ ョ ンを有効にします。

または

右ク リ ッ クを無効にしたい場合はチェッ クボッ クスをオフにします。

7. OK をタ ップして変更を確定します。

8. タ ッチスク リーンのパラ メータウ ィンド ウを閉じるには、 も う一度 OK
をタ ップします。

9. をタ ップし、 タ ッチスク リーンのキャ リブレーシ ョ ンウ ィンド ウを

閉じます。

10. をタ ップして Mini Toolbox ウインド ウへ戻り ます。
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装置の設定

オンスク リーンキーボードのカスタマイズ
オンスクリーンキーボードのカスタマイズ

画面上のキーボードの外観と動作をカスタマイズするこ とができます。 設

定するこ とができる様々なパラ メータの詳細については、 オンスク リーン

キーボードのオンラインヘルプを参照して ください。

別の使用可能な言語のいずれかに切り替える方法については、 操作の言語

を選択ページ 64 を参照して ください。

画面上のキーボードの外観と動作をカスタマイズするには ：

1. メ イン メニューで、 システム設定をタ ップします。

2. 必要な場合は、 システム設定から、 ディ スプレイ と音声をタ ップしま

す。

3. オンスク リーンキーボードから、 オンスク リーンキーボードのオプ

シ ョ ンボタンをタ ップします。
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装置の設定

オンスク リーンキーボードのカスタマイズ
4. 必要に応じて、 キーボードを構成します。

注記 : ヘルプボタンをタ ップして、 キーボードのオプシ ョ ンに関連するオンライ

ンヘルプにアクセスできます。

5. 終わったら、 閉じるをタ ップします。

6. をタ ップして Mini Toolbox ウインド ウへ戻り ます。
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装置の設定

自動ログインの有効化または無効化
自動ログインの有効化または無効化

注記 : 管理者レベルのユーザーのみが自動ログイン機能を有効または無効にでき

ます。

自動的に起動時に Windows （ユーザーを選択し、 パスワードを入力する

必要があ り ません） にログインするよ うに、 装置を構成するこ とができま

す。 異なるユーザーのアクセス権とパスワードを使って、 別のユーザアカ

ウン ト を定義したい場合にも、 この機能を無効にできます。

注記 : セキュ リ ティ上の理由から、 装置がスタンバイ状態または休止状態モード

から復帰したと き、 アプ リ ケーシ ョ ンでは、 自動ログイン機能を有効にし

た場合でも、 ユーザを選択し、 パスワードを入力するプロンプ トが表示さ

れます。

デフォルトでは、 空のパスワードで、 自動ログインがスーパーバイザの

ユーザアカウン トに対して有効になっています。 自動ログインが有効に

なっているユーザーアカウン トのパスワードを作成 （または変更） する場

合は、 最初にこの機能を無効にする必要があ り ます。 新しいパスワードが

定義された後、 再び有効にするこ とができます。

自動ログインに使用するアカウン ト を変更したい場合は、 最初にこの機能

を無効にする必要があ り ます。 その後、 新しいアカウン トのために再度有

効にします。
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装置の設定

自動ログインの有効化または無効化
自動ログオンを有効化 （または変更） するには ：

1. メ イン メニューで、 システム設定をタ ップします。

2. システム設定で、 自動ログインをタ ップします。
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装置の設定

自動ログインの有効化または無効化
3. 希望するユーザー名 （アカウン ト ） とそれに対応するパスワードを入

力します。

4. 自動ログインを有効にするをタ ップします。

5. をタ ップして Mini Toolbox ウインド ウへ戻り ます。

次回の起動時に、 もはやユーザー名とパスワードを指定する必要があ

り ません （ユニッ トがスタンバイまたは休止状態モードから復帰する

場合を除く）。

重要
自動ログインウィンドウから、ユーザーアカウントを作成したり、パス

ワードを変更することはできません。

指定したユーザー名とパスワードは、コントロールパネルのユーザーア

カウントで定義されているアカウントのものに対応している必要があり

ます。
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装置の設定

自動ログインの有効化または無効化
自動ログインを無効化するには ：

1. メ イン メニューで、 システム設定をタ ップします。

2. システム設定で、 自動ログインをタ ップします。

3. 自動ログインを無効にするをタ ップします。

4. アプ リ ケーシ ョ ンから入力を求められたら、 はいを押して確定します。

5. をタ ップして Mini Toolbox ウインド ウへ戻り ます。

次回の起動時に、 ユーザー名とパスワードを指定する必要があ り ます。
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装置の設定

スタート アップアプリ ケーシ ョ ンの選択
スタートアップアプリケーションの選択

装置を最初に起動したと きは、 Mini Toolbox が表示されます。 ただし、 利

用可能なアプリ ケーシ ョ ンのいずれかで自動的に起動するよ うに、 装置を

構成するこ とができます。

選択されたアプリ ケーシ ョ ンは、 シャ ッ ト ダウン （スタンバイまたは休止

モードではない） 後に、 次回に装置の電源を入れる と、 自動的に起動しま

す。 詳細は、 装置のオンまたはオフページ 26 を参照して ください。 

起動時に自動的に TightVNC にサーバを起動 （リモコン用） するよ うに装

置を構成したい場合は、 TightVNC による作業ページ 155 を参照して くだ

さい。

選択したアプリ ケーシ ョ ンが起動できない場合 （たとえば、 必須モジュー

ルがユニッ トに存在していない）、 Mini Toolbox が自動的に起動します。 モ

ジュールが装置に挿入されたと きに、 アプリ ケーシ ョ ンを再度選択する必

要があ り ます。

起動アプリケーシ ョンを選択するには :

1. メ イン メニューで、 システム設定をタ ップします。

2. システム設定で、 起動アプリ ケーシ ョ ンをタ ップします。
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装置の設定

スタート アップアプリ ケーシ ョ ンの選択
3. モジュールのアプリ ケーシ ョ ンまたはユーティ リ ティのアプ リ ケー

シ ョ ンの下で、 アプ リ ケーシ ョ ンを選択して、 装置の電源を入れたと

きに自動的に起動したいアプリ ケーシ ョ ンを設定します。

注記 : いくつかのユーティ リ ティーアプ リ ケーシ ョ ンを選択できますが、 モ

ジュールのアプリ ケーシ ョ ンは一度に 1 つだけです。

注記 : 必要な場合は、 使用可能なアイテムを閲覧するために、 モジュールのアプ

リ ケーシ ョ ンとユーティ リ ティのアプ リ ケーシ ョ ン リ ス トの右側にあるス

クロール矢印を使用するこ とができます。

自動的に変更内容が保存されます。

4. をタ ップして Mini Toolbox ウインド ウへ戻り ます。

リストを参照す

るには
60 FTB-1



装置の設定

ネッ ト ワークプリ ンタの設定
ネッ トワークプリンタの設定

文書や画像をネッ ト ワークプ リ ンタにプ リ ン トするには、 最初にプリ ンタ

を設定する必要があ り ます。 設定するネッ ト ワークプ リ ンタの IP アドレス

を知っている必要があ り ます （ネッ ト ワーク管理者に問い合わせて見てく

ださい）。

印刷の詳細は、 ドキュ メン トの印刷ページ 81 を参照して ください。

プリンタを構成するには ：

1. 装置のメ イン メニューから、 設定をタ ップします。

2. プリ ンタ と FAX をダブルタップします。

重要
 装置は、USB プリンタをサポートしていません。 

 装置は PCL6（「プリンタ制御言語」の略）と互換性のあるネットワー

クプリンタのみをサポートしています。特定のプリンタに互換性が

あるかどうかわからない場合は、ネットワーク管理者に問い合わせ

てください。 
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装置の設定

ネッ ト ワークプリ ンタの設定
3. HP Universal Printing PCL 6 項目を選択します。

4. メニューから、 ファ イル＞印刷設定を選択します。

5. プリ ンタを検索で、 プ リ ンタのアドレスを入力を選択します。

6. 設定したいプリ ンタの IP アドレスを入力し、 OK をタ ップします。
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装置の設定

ネッ ト ワークプリ ンタの設定
7. このプリ ンタを [ プリ ンタ と FAX] フォルダに追加のチェッ クボッ クス

を選択します。

8. OK をタ ップして確定します。 操作が完了するまでに数分かかるこ とが

あ り ます。

9. アプ リ ケーシ ョ ンから入力を求められたら、 OK をク リ ッ ク してメ ッ

セージを承認します。

10. 必要に応じて、 お好みに合わせてプリ ンタの設定を変更します。

今後の使用のために設定全体を

名前を付けて保存ボタンまたは を装置のキーパッ ドで押して現在

のワークセッシ ョ ンのパラ メータを保存します。

11. 印刷設定ウ ィンド ウを閉じ、 次にプリ ンタ と FAX ウ ィ ンド ウを閉じ

Mini Toolbox に戻り ます。

プ リ ンタを使用する準備が整いました。
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装置の設定

操作の言語を選択
操作の言語を選択

使用できる言語 （デフォルトは英語です） の 1 つでユーザインタフェース

を表示するこ とができます。 

インターフェイスの言語を変更しても、 対応するキーボードは利用可能な

キーボードの リ ス トに自動的に追加されません。 特定の言語 （オンスク

リーンまたは 「本物」 のキーボードの両方） でテキス ト を入力したい場合

は、 個別に利用したいキーボードを追加する必要があ り ます。 キーボード

が追加されたら、 1 つの入力言語から別の言語に簡単に切り替えるこ とが

できます。

値は、 装置をオフにしても メモ リー内に保持されます。

重要
追加したキーボードは、ログインウィンドウからは利用できません。 

問題を回避するために、パスワードを定義または変更するときは、EXFO
では、常に購入時の装置の言語に対応するキーボードを使用することを

お勧めします。そうしないと、ユーザーアカウントにログインできない

ことがあります（サポートされていない文字、異なるキーボードレイア

ウトなど）。

重要
VLC メディアプレーヤーの言語設定は、Mini Toolbox の言語設定とは無

関係です。両方を別々に設定する必要があります。
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装置の設定

操作の言語を選択
新しいインターフェースの言語を選択するには ：

1. メ イン メニューで、 設定をタ ップします。 

2. 地域と言語のオプシ ョ ンをダブルタ ップします。

3. 言語タブを選択します。

4. メニューやダイアログのリ ス トで使用される言語から、 目的の言語を

選択します。

5. 適用をタ ップして変更を確認し、 次に OK を押してコン ト ロールパネ

ルウ ィンド ウに戻り ます。

新しいインターフェース言語は、 次回起動時に使用可能になり ます。 
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装置の設定

操作の言語を選択
新しい入力言語を追加するには ：

1. メ イン メニューで、 設定をタ ップします。

2. 地域と言語のオプシ ョ ンをダブルタ ップします。

3. 言語タブを選択します。
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装置の設定

操作の言語を選択
4. テキス トサービス と入力言語から、 詳細をタ ップします。

5. インス トールされているサービスで、 追加をタ ップします。

6. 入力言語の一覧から、 目的の言語を選択します。
FTB-1 67



装置の設定

操作の言語を選択
7. 必要に応じて、 キーボードレイアウ ト /IME リ ス トから、 目的のオプ

シ ョ ンを選択します。

8. OK をタ ップして確定します。

9. 追加したいすべての言語に対して手順 5 ～ 8 を繰り返します。

10. 適用をタ ップして変更を確認し、 次に OK を押してコン ト ロールパネ

ルウ ィンド ウに戻り ます。

追加されたキーボードは、 すぐにご利用いただけます。 これで、 1 つの入

力言語から別の言語に切り替えるこ とができます。

使用可能な入力言語のいずれかから別のものに切り替えるには ：

1. 装置のキーパッ ドから、 ボタンを押し、 オンスク リーンキー

パッ ドを表示します。

2. オンスク リーンキーボードで、 をタ ップし、 使用可能な入力言語の

リ ス ト を表示します。

3. 言語の一覧から、 目的のものを選択します。

これで、 選択した入力言語でテキス トの入力を開始する準備が整いまし

た。

注記 : 入力言語を変更しても、 インターフェイスの言語が変更されるこ とはあ り

ません。
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操作の言語を選択
VLC メディアプレーヤーの言語を変更するには ：

1. Mini Toolbox ウ ィ ンド ウを閉じます。

2. Windows のタスクバーで、 スタート をタ ップし、 次に、 すべてのプロ

グラム＞ VideoLAN ＞ VLC メディアプレーヤーを選択します。

3. メニューから、 ツール＞詳細設定を選択します。

4. リ ス トから希望する言語を選択します。

デフォルトでは、 言語は Windows の標準と形式の設定に従う よ う、

自動に設定されていますが、 他の言語を選択できます。 

5. 確認するために保存をタ ップし、 アプ リ ケーシ ョ ンを閉じます。

注記 : この操作は、 Windows Embedded Standard と Mini Toolbox アプ リ ケー

シ ョ ンでの日時の形式に影響を与えません。
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装置の設定

日時の形式の設定
日時の形式の設定

現在の日時は、 メ イン メニューの下部に表示されます。 

日時が表示される形式を変更するこ とができます。

日時、 およびタイムゾーンを調整する方法については、 日付、 時刻および

タイムゾーンの調整ページ 73 を参照して ください。

注記 : 場所、 日時の設定の変更は Windows Embedded Standard 設定の一部に影

響を与えます。
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日時の形式の設定
日時の形式を設定するには ：

1. メ イン メニューで、 設定をタ ップします。 

2. 地域と言語のオプシ ョ ンをダブルタ ップします。

3. 地域オプシ ョ ンタブを選択します。

4. 標準と形式から、 目的の言語を選択します。 これは、 利用可能な日付

の形式を時間だけでなく短い日付形式および長い日付形式についても

決定します。
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装置の設定

日時の形式の設定
5. 必要に応じて、 次のよ うに設定を絞り込む ：

5a. 詳細設定を表示するには、 カスタマイズをタ ップします。

5b. 変更したい設定に応じて、 時間または日付タブを選択します。

6. 設定を変更します。

7. 適用をタ ップして変更を確認し、 次に OK を押してコン ト ロールパネ

ルウ ィンド ウに戻り ます。
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日付、 時刻およびタイムゾーンの調整
日付、 時刻およびタイムゾーンの調整

注記 : 管理者レベルのユーザーのみ、 日付、 時刻、 およびタイムゾーンを調整す

るこ とができます。

現在の日時は、 メ インウ ィンド ウ下部に表示されます。 結果を保存する場

合は、 装置は対応する日時も保存します。

注記 : 専用クロ ッ クバッテ リは、 日時を正確に保ちます。

日時が表示される形式を変更する方法については、 日時の形式の設定ペー

ジ 70 を参照して ください。

注記 : 日時の設定の変更は Windows Embedded Standard 設定の一部に影響を与

えます。
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日付、 時刻およびタイムゾーンの調整
日時を調整するには ：

1. メ イン メニューで、 設定をタ ップします。

2. 日付と時刻をダブルタ ップします。 

3. 日付と時刻タブを選択します。

4. 必要に応じて、 設定を変更します。

5. 適用をタ ップして変更を確認し、 次に OK を押してコン ト ロールパネ

ルウ ィンド ウに戻り ます。
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日付、 時刻およびタイムゾーンの調整
タイムゾーンを変更するには ：

1. メ イン メニューで、 設定をタ ップします。

2. 日付と時刻をダブルタ ップします。 

3. タイムゾーンタブを選択します。

4. 必要に応じて、 設定を変更します。

5. 適用をタ ップして変更を確認し、 次に OK を押してコン ト ロールパネ

ルウ ィンド ウに戻り ます。
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電源管理オプシ ョ ンの設定
電源管理オプションの設定

FTB-1 から、 最適なパフォーマンスを得るために、 3 つの定義済みの電源

を管理するためのパラ メータのセッ ト （スキーム） があ り ます。

しばら くの間、 装置を使用しないと きは、 ディ スプレイは電力を節約する

ためにオフにするこ とができます。 また、 指定された期間 （装置のオンま

たはオフページ 26 参照） が過ぎた後、 スタンバイ状態または休止状態に

入るよ うに装置を設定するこ とができます。

これらすべてのアクシ ョ ンに対して、 AC アダプタ / チャージャ とバッテ

リー動作のために、 アイ ドル時間を設定するこ とができます。 設定した値

は、 装置をオフにしても メモ リー内に保持されます。

注記 : バッ ク ラ イ トがオフになっても、 装置の動作は中断されません。 通常の操

作に戻るには、 任意のキーを押すか、 画面上の任意の場所にタ ッチしま

す。
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電源管理オプシ ョ ンの設定
以下の表は、 定義済みの電源設定の各々に含まれるデフォルト値を示しま

す。

注記 : ハードディ スクの電源を切る設定は、 考慮されていません （該当しない）。

既存の電源設定のいずれかを変更した り、 （既存の電源設定に基づいて）

別の設定を作成するこ とができます。

電源設定 アクシ ョ ン
AC 電源が接続さ
れている場合

バッテリで動作

Always On
（デフォルトで選
択）

モニタの電源を切る ない ない

システムスタンバイ ない ない

システム休止状態 ない ない

標準 モニタの電源を切る ない 5 分後

システムスタンバイ ない 15 分後

システム休止状態 ない 30 分後

Max Battery モニタの電源を切る 15 分後 5 分後

システムスタンバイ 30 分後 15 分後

システム休止状態 45 分後 30 分後

注意
装置は電源だけでなく、バッテリアラームを自動的に管理するように設

計されています。アラームタブに表示されるパラメータを変更しないで

ください。変更すると、装置の正常な動作が妨害されます。
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電源管理オプシ ョ ンの設定
電源設定を選択するには :

1. メ イン メニューで、 設定をタ ップします。

2. 電源オプシ ョ ンをダブルタ ップします。

3. 電源設定リ ス トから、 希望のパラ メータの定義済みセッ ト を選択しま

す。

4. 適用をタ ップして変更を確認し、 次に OK を押してコン ト ロールパネ

ルウ ィンド ウに戻り ます。
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装置の設定

電源管理オプシ ョ ンの設定
電源設定を変更するには :

1. メ イン メニューで、 設定をタ ップします。

2. 電源オプシ ョ ンをダブルタ ップします。

3. 電源設定リ ス トから、 変更するか、 新しい設定のベースにするパラ

メータの定義済みセッ ト を選択します。

4. 必要に応じて、 パラ メータを変更します。

5. 名前を付けて保存をタ ップします。

 既存の電源設定を変更したい場合は、 OK をタ ップし、 元の名前を

保持します。

または

 新しい電源設定を作成したい場合は、 新しい名前を入力し、 OK を

タ ップします。

6. 適用をタ ップして変更を確認し、 次に OK を押してコン ト ロールパネ

ルウ ィンド ウに戻り ます。
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インターネッ トオプシ ョ ンの構成
インターネッ トオプショ ンの構成

インターネッ ト接続へのアクセスがあ り、 インターネッ トオプシ ョ ンが正

し く設定されているこ とを条件に、 装置から直接ウェブを閲覧するこ とが

できます。

インターネッ ト アクセスを設定する方法がわからない場合は、 ネッ ト ワー

ク管理者に問い合わせてください。

インターネッ トオプシ ョ ンを構成するには ：

1. メ イン メニューで、 設定をタ ップします。

2. インターネッ トオプシ ョ ンをダブルタップします。

3. 接続タブに移動します。

4. ネッ ト ワーク管理者から提供された情報を使用して設定を変更します。

5. OK をタ ップし、 コン ト ロールパネルウインド ウに戻り ます。

その他のパラメータの設定

また、 コン ト ロールパネルウ ィンド ウを介して、 他のパラ メータを設定す

るこ と もできます。 詳細については、 Microsoft Windows Embedded 
Standard のマニュアルを参照して ください。
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5 ユニッ トでの作業

ドキュメン トの印刷

PDFCreator は （PDF ファ イル用） またはネッ ト ワークプ リ ンタ （紙に印

刷用） のいずれかを使用して、 装置で直接文書や画像を印刷するこ とがで

きます。 

SumatraPDF リーダーを使用して、 装置で PDF ファ イルを表示するこ とが

できます。 詳細は、 PDF ファ イルの閲覧ページ 85 を参照して ください。

ネッ ト ワークプ リ ンタで印刷するには、 装置が Wi-Fi または標準イーサ

ネッ トによって、 このネッ ト ワークからアクセスできる必要があ り ます。

また、 プ リ ンタにアクセスしよ う とする前に、 装置にプリ ンタを定義する

必要があ り ます （ネッ ト ワークプ リ ンタの設定ページ 61 を参照）。

ネッ ト ワークに装置を接続できない場合、 ネッ ト ワークに接続されたコン

ピュータに印刷したいファ イルを転送するために、 USB メモ リーキーを使

用するこ とができます。

よ り多くの柔軟性と よ り多様なレポート タイプを必要とする場合は、

EXFO の LiteReporter または FastReporter がインス トールされているコン

ピュータに結果ファ イルを転送するこ とができます。

注記 : 一部のアプリ ケーシ ョ ンでは、 印刷機能が提供されていないものがあ り ま

す。
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ドキュ メン トの印刷
ドキュメン ト を印刷するには ：

1. 次のよ うにウェブブラウザを開きます。

1a. Mini Toolbox から、 ユーティ リ テ ィ タブを選択します。

1b. ブラウザを開くには、 Internet Explorer アイコンをタ ップします。

2. 次のよ うに印刷したい文書を選択します。

2a. メニューから、 ファ イル＞開く を選択します。

2b. 開きたいファ イルを検索するには、 ブラウズをタ ップします。

2c. Internet Explorer でファ イルを読み込むには、 開く をタ ップしま

す。

2d. OK をタ ップして確定します。
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ユニッ トでの作業

ドキュ メン トの印刷
3. メニューから、 ファ イル＞印刷を選択します。

4. 全般タブで、 希望のプリ ンタ （デフォルトでは PDFCreator） を選択し

ます。

5. 必要に応じて、 ニーズに合わせてパラ メータを調整するために、 設定

をタ ップします。

注記 : ネッ ト ワークプ リ ンタを選択した場合は、 名前を付けて保存ボタンを使っ

て、

今後の使用のために設定全体を保存した り、 ユニッ トのキーパッ ドで

を押すだけで、 現在の作業セッシ ョ ンのパラ メータを保存するこ とが

できます。

6. プリ ン ト をタ ップして、 印刷プロセスを開始します。
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ユニットでの作業

ドキュ メン トの印刷
7. PDFCreator を選択した場合は、 次の手順に従います。

7a. 必要な情報を入力します。

7b. 保存をタ ップします。

7c. 場所とファ イル名を指定し、 保存をタ ップします。

作成後に PDF ファ イルを表示するためのオプシ ョ ンを選択した場

合、 SumatraPDF リーダーは、 新しいファ イルを表示します。

7d. 必要に応じて、 をタ ップし、 SumatraPDF ウ ィンド ウを閉じま

す。

8. をタ ップして、 Internet Explorer を閉じ、 ユーティ リ ティ タブに戻

り ます。

作成直後に PDF
ファイルを表示す

るには
84 FTB-1



ユニッ トでの作業

PDF ファ イルの閲覧
PDF ファイルの閲覧

SumatraPDF リーダーを使って、 装置で PDF ファ イルを直接表示するこ と

ができます。 この リーダーの使用可能な機能の詳細については、

SumatraPDF オンラインヘルプを参照して ください。

PDF ファイルを表示するには ：

1. メ イン メニューから、 ファ イルマネージャを選択します。

2. 目的の PDF ファ イルを見つけるためにフォルダを検索します。

3. ファ イルをダブルタ ップします。

4. ファ イルが SumatraPDF アプ リ ケーシ ョ ンで自動的に開きます。

注記 : SumatraPDF アプリ ケーシ ョ ンのメニューから直接、 オンラインヘルプに

アクセスするこ とができます。 オンライン · ヘルプを表示するには、 イン

ターネッ トへの接続が必要になり ます。
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ユニットでの作業

スク リーンキャプチャの実行
スクリーンキャプチャの実行 
装置で直接、 画面上に表示される画面のキャプチャを行う こ とができま

す。 これは、 別の人が特定の構成または問題を見る必要がある ト ラブル

シューティングに役立つ可能性があ り ます。 また、 研修の目的のために、

このツールを使用するこ とができます。

ファ イバ検査プローブで調べるファ イバの画像をキャプチャしたい場合

は、 代わりにプローブのキャプチャ機能を使用するこ とができます。

デフォルトのファ イル形式と保存先のフォルダを変更する方法の詳細につ

いては、 画面キャプチャの保存パラ メータの設定ページ 89 を参照して く

ださい。

 画像は、 定義されたファ イル形式を使用して保存されます。 デフォル

トでは、 画像が .bmp 形式で作成されますが、 このパラ メータを変更

するこ とができます。

デフォルトで、 画像は次のフォルダに保存されます。

D:\Documents and Settings\User_currently_logged _on\My 
Documents\Screen Snapshot 

こ こで、 User_currently_logged _on は現在、 装置にログオンしている

人のユーザー名に対応します。

画像が自動的に保存されるフォルダを変更するこ とが可能です。
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ユニッ トでの作業

スク リーンキャプチャの実行
 デフォルトで、 アプ リ ケーシ ョ ンはフォルダ名を次のよ うに生成しま

す。

IMG_[ 年 ]_[ 月 ]_[ 日 ]_[ 時 ]_[ 分 ]_[ 連番 ].bmp

例 ：

2010 年 8 月 20 日に実行された画面キャプチャでのフォルダ名は次の

よ うにな り ます。

IMG_2010_08_20_13_23_01.bmp

注記 : 時刻は、 装置の時間設定形式にかかわらず、 24 時間形式で表示されます。

注記 : 連続番号の値は、 同じ日付と時刻で撮影される 2 つのキャプチャを区別す

るために使用されます。

 画像をキャプチャするには、 以下の 2 つの方法があ り ます。 ク イ ッ ク

モード （画面キャプチャツールはキャプチャが行われる と直ちに自動

的に閉じます）、 および複数のキャプチャモード （画面キャプチャボタ

ンがフローティングツールバーの一部とな り、 閉じるまで利用可能で

す）。 デフォルトでは、 このツールバーは、 画面の右下隅にあ り ます。

ただし、 必要に応じてよ り良い場所に移動させるこ とができます。
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ユニットでの作業

スク リーンキャプチャの実行
1 つの画面キャプチャのみを実行するには ：

装置のキーパッ ドで、 ボタンを押し、 約 3 秒間押し続けます。

画面キャプチャはボタンがリ リースされ次第 （カ メ ラの典型的な写真を撮

る音と視覚効果が、 キャプチャが完了したこ とを示します） 自動的に実行

されます。

注記 : キーボードが装置に接続されている場合は、 PRINT SCREEN キーを押すこ

と もできます。

いくつかの画面キャプチャを取るには ：

1. 装置のキーパッ ドで、 ボタンを押します。

2. オンスク リーンキーボードが表示されたら、 ボタンをタ ップしま

す。

3. フローティングツールバーから、 ボタンをタ ップします。

画面キャプチャは自動的に実行されます （カ メ ラの典型的な写真を撮る音

声と視覚効果が、 キャプチャが完了したこ とを示します）。
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ユニッ トでの作業

画面キャプチャの保存パラ メータの設定
画面キャプチャの保存パラメータの設定 
画面のキャプチャファ イル形式だけでな く、 キャプチャが保存されるフォ

ルダである出力先フォルダを変更するこ とができます。

 デフォルトでは、画像は .bmp 形式で保存されますが、 .jpg や .png 形式

で保存するよ うにアプリ ケーシ ョ ンを構成するこ とができます。

 デフォルトで、 画像は次のフォルダに保存されます。

D:\Documents and Settings\User_currently_logged _on\My 
Documents\\Screen Snapshot 

User_currently_logged _on は、 現在、 装置にログオンしている人の

ユーザー名に対応します。

装置上または USB メモ リ キーのフォルダの何れかを保存先と して選択

するこ とができます。

注記 : 指定したフォルダが利用できなくなっている場合 （フォルダ名が変更され

た、 フォルダが削除されている）、 画面キャプチャはデフォルトのフォル

ダに保存されます。 同様に、 USB キーに保存先のフォルダを定義してお

り、 画面のキャプチャを撮る と きに、 このキーが装置に接続されていない

場合も、 デフォルトのフォルダに保存されます。 
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ユニットでの作業

画面キャプチャの保存パラ メータの設定
デフォルトの画像形式を設定するには ：

1. メ イン メニューで、 システム設定をタ ップします。

2. 必要な場合は、 システム設定から、 ディ スプレイ と音声をタ ップしま

す。

3. スク リーンスナップシ ョ ッ トの下に、 スク リーンスナップシ ョ ッ トオ

プシ ョ ンボタンをタ ップします。

4. 画像形式で、 希望する形式に対応するオプシ ョ ンを選択します。

5. OK をタ ップして、 変更を確定し、 ウ ィンド ウを閉じます。
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ユニッ トでの作業

画面キャプチャの保存パラ メータの設定
保存先フォルダを変更するには :

1. メ イン メニューで、 システム設定をタ ップします。

2. 必要な場合は、 システム設定から、 ディ スプレイ と音声をタ ップしま

す。

3. スク リーンスナップシ ョ ッ トの下に、 スク リーンスナップシ ョ ッ トオ

プシ ョ ンボタンをタ ップします。

4. 宛先フォルダの下で、 ブラウズをタ ップします。
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ユニットでの作業

画面キャプチャの保存パラ メータの設定
5. フォルダの参照ウ ィンド ウから、 画面キャプチャを保存するために使

用するフォルダを選択します。 必要な場合は、 フォルダを作成するこ

とができます。

6. 選択がなされたら、 OK をタ ップします。

7. OK をタ ップして、 変更を確定し、 ウ ィンド ウを閉じます。
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ユニッ トでの作業

オーディオおよびビデオファイルの読み込み
オーディオおよびビデオファイルの読み込み 
装置には、 オーディオファ イルを読み込んだり、 ビデオファ イル （.avi や
.divx など） を表示するこ とができる VLC メディアプレーヤーが装備され

ています。 会社が ト レーニングのためにマルチメディアファ イルを使用し

たい場合、 これは特に役に立ちます。 プレーヤーは、 装置、 USB メモ リー

キー、 ネッ ト ワークフォルダ、 さ らにウェブサイ トに保存されているファ

イルでさえも読み込むこ とができます。

メディアプレーヤーの言語を設定する方法の詳細については、 操作の言語

を選択ページ 64 を参照して ください。

ビデオプレーヤーの使用方法の詳細については、 VideoLAN オンラインヘ

ルプを参照して ください。 

重要
VLC メディアプレーヤーは Flash 形式をサポートしていません。この形

式のファイルを読み込みたい場合は、Adobe Flash Player アプリケー

ションをインストールする必要があります（装置への Adobe Flash 
Player のインストールページ 95 を参照）。 
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ユニットでの作業

オーディオおよびビデオファイルの読み込み
ビデオまたはオーディオファイルを読み込むには ：

1. Mini Toolbox から、 ファ イルマネージャを選択します。

2. 読みたいビデオまたはオーディオファ イルを検索します。

3. ファ イルをダブルタ ップします。

メディアプレーヤーは、 ファ イル形式が認識された場合、 自動的に読み取

り を開始します

注記 : VCL メディアプレーヤーのヘルプメニューから、 オンラインヘルプにアク

セスするこ とができます。 オンライン · ヘルプを表示するには、 インター

ネッ トへの接続が必要になり ます。
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ユニッ トでの作業

装置への Adobe Flash Player のインス トール
装置への Adobe Flash Player のインストール

Adobe Flash Player アプリ ケーシ ョ ンは、 デフォルトでは、 装置にインス

トールされていませんが、 Flash 形式でファ イルを読み取る必要がある場

合は、 それをインス トールするこ とができます。

インス トールファ イルをダウンロードするには、 インターネッ トへの接続

が必要になり ます。 装置またはコンピュータに直接ファイルをダウンロー

ド して、 （後で USB キーを使用して装置に転送する） こ とができます。 

注記 : 管理者レベルのユーザのみが、 Windows Embedded Standard の下でソフ

ト ウェアをインス トールするこ とができます。 ただし、 インス トールが完

了する と、 すべてのユーザーが Flash 形式のファ イルを読むこ とができる

よ うにな り ます。

重要
EXFO は、Adobe Flash Player のライセンスを提供していません。装置に

Flash Player をインストールする資格を付与するライセンスを購入するに

は、Adobe に問い合わせてください。
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ユニットでの作業

装置への Adobe Flash Player のインス トール
装置へ Adobe Flash Player をインストールするには ：

1. 必要な場合は、 ユニッ トの電源をオンにします。

2. お使いのコンピュータまたは装置から、 ウェブブラウザを開き、
http://www.adobe.com/special/products/flashplayer/
fp_distribution3.html にアクセスします。 

3. Flash Player を 32 ビッ トの最新バージ ョ ンを探します。

4. Flash Player32 ビッ トの下で、 Windows （オペレーティングシステム）

や Internet Explorer （ブラウザ） に対応するエン ト リ を見つけます。

5. 選択した場所 （コンピュータに接続された USB メモ リーキー、 あるい

は、 装置上） に対応する EXE インス トーラーを保存します。

6. USB キーにファ イルをダウンロード した場合は、 装置にキーを接続し

ます。

7. ダウンロード したファ イルをダブルタップし、 画面の指示に従います。

注記 : 装置にインス トールファ イルを転送するために USB メモ リーキーを使用し

ている場合、 この時点で、 それを取り外すこ とができます。

これで、すべてのユーザーが Flash 形式のファイルを読むこ とができます。 

重要
必ず Windows（オペレーティングシステム）用の Flash Player、および

Internet Explorer（ブラウザ）の 32 ビットバージョン用の最新のインス

トールパッケージをダウンロードしてください。EXE インストーラコン

ポーネントを取得する必要があります。
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ユニッ トでの作業

ウェブの閲覧
ウェブの閲覧

インターネッ ト接続へのアクセスがあるこ とを条件に、 装置から直接ウェ

ブを閲覧するこ とができます。

インターネッ トオプシ ョ ンを変更する必要がある場合は、 インターネッ ト

オプシ ョ ンの構成ページ 80 を参照して ください。 3G USB モデムのキーを

使用してインターネッ トに接続する方法の詳細については、 3G USB モデ

ムのキーによるインターネッ トへのアクセスページ 99 を参照して くださ

い。

ウェブを閲覧するには ：

1. 次のよ うにウェブブラウザを開きます。

1a. Mini Toolbox から、 ユーティ リ テ ィ タブを選択します。

1b. ブラウザを開くには、 Internet Explorer アイコンをタ ップします。
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ユニットでの作業

ウェブの閲覧
2. アドレスバーに目的のウェブアドレスを入力して、

 ボタン （アドレスバーの右側にあ り ます） をタ ップして、 閲覧を

開始します。

3. ウ ィ ンド ウを閉じ、 ユーティ リ テ ィ タブ . に戻り ます。
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ユニッ トでの作業

3G USB モデムのキーによるインターネッ トへのアクセス
3G USB モデムのキーによるインターネッ トへのア
クセス

注記 : 管理者レベルのユーザのみが、 Windows Embedded Standard の下でソフ

ト ウェアをインス トールするこ とができます。 ただし、 インス トールが完

了する と、 すべてのユーザーが USB モデムキーを使用してインターネッ ト

にアクセスするこ とが可能になり ます。

装置にオプシ ョ ンの 3G USB モデムキーを接続して、 インターネッ トへの

ワイヤレスアクセスを可能にするこ とができます。

モデムのキーを受け取ったと き時点では、 加入者識別モジュール （SIM）

カードが含まれていません。 ユーザーは次のこ とを行う必要があ り ます。

 3G サービスを提供するプロバイダから互換性があ り、 ロ ッ ク解除され

た SIM カードを購入する。 お住まいの地域での 3G エリ アの詳細情報

が必要な場合は、 現地の地域の EXFO 販売代理店にお問い合わせくだ

さい。

 有効なカードがある （携帯電話サービスのパッケージに加入する必要

があ り ます）。 

 USB モデムキーにカードを挿入します。 

装置に USB モデムキーを初めて接続する と きに、 AirCard ウォ ッチャーア

プリ ケーシ ョ ンが、 装置に自動的にインス トールされます。 USB モデム

キーで作業する場合は、 常に携帯電話ネッ ト ワーク との接続を確立するた

めにこのアプリ ケーシ ョ ンを使用します。 一度だけ、 このアプリ ケーシ ョ

ンをインス トールする必要があ り ます。
FTB-1 99



ユニットでの作業

3G USB モデムのキーによるインターネッ トへのアクセス
装置を最新のシステムアップグレードおよびプラッ ト フォームのコンポー
ネン トにアップグレードするには ：

1. 必要な場合は、 ユニッ トの電源をオンにします。

2. 最新のシステムアップグレードおよびプラ ッ ト フォームキッ ト を取得

します。

2a. お使いのコンピュータまたは装置から、 ウェブブラウザを開き、

www.exfo.com にアクセスします。

2b. My EXFO アカウン トにログインします。 

2c. FTB-1 の下で、 最新のシステムアップグレードおよびプラ ッ ト

フォームキッ ト を見つけます。 キッ ト をダウンロードする方法に

関する情報が必要な場合は、 キッ トに付属の Readme ファ イルを

参照して ください。

重要
 EXFOが提供するSierra Wireless319Uキーのみ装置でサポートされて

います。

 初めて USB モデムキーを使用する前に、装置のための最新のシステ

ムアップグレードおよびプラットフォームキットをインストールす

る必要があります。これを行うには、標準的な USB メモリキーとイ

ンターネットアクセスのあるコンピュータが必要になります。また、

装置から直接キットを取得することができますが、インターネット

アクセス（3G USB モデムキーで提供されるもの以外）が必要になり

ます。
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ユニッ トでの作業

3G USB モデムのキーによるインターネッ トへのアクセス
3. 以下のよ うにして装置に取得したキッ ト をインス トールします。

3a. システムアップグレードをインス トールします。 詳細について

は、 キッ トに付属のインス トール手順を参照してください。

3b. システムアップグレードのインス トールが完了したら、 装置のプ

ラ ッ ト フォームキッ ト をインス トールします。 詳細については、

キッ トに付属の Readme ファ イルを参照して ください。

注記 : 装置にインス トールファ イルを転送するために USB メモ リーキーを使用し

ている場合、 この時点で、 それを取り外すこ とができます。

これで、 以下に説明するよ うに AirCard ウォ ッチャーアプリ ケーシ ョ ンを

インス トールする準備が整いました。

装置に AirCard Watcher のアプリケーシ ョンをインストールするには ：

1. 必要に応じて、 装置の電源を入れ、 起動シーケンスが完了するまで待

ちます。

2. 必要であれば、 USB モデムキーに SIM カードを挿入します。 詳細は、

ご使用のモデムキーに付属のマニュアルを参照して ください。

3. 装置の USB ポートの 1 つに、 USB モデムキーを接続します。 

AirCard ウォ ッチャーアプリ ケーシ ョ ンのインス トールが自動的に開始

されます。 

重要
常に USB モデムキーを接続する前に、装置の電源を入れます。そうしな

いと、USB モデムが正しく検出されないことがあります。 
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ユニットでの作業

3G USB モデムのキーによるインターネッ トへのアクセス
4. 画面上の指示に従います。 

AirCard ウォ ッチャーアプリ ケーシ ョ ンが起動するこ とによって、 イン

ス トールが完了したこ とがわかり ます。

5. AirCard ウォ ッチャーアプリ ケーシ ョ ンを閉じます。

6. 装置から USB モデムキーを取り外します。

7. 適切に検出できるよ うに装置に USB モデムキーを再接続します。

すべてのユーザーが、 以下に説明する USB モデムのキーを使用した作

業を開始する準備が整いました。 

3G USB モデムキーで操作するには ：

1. 必要に応じて、 装置の電源を入れ、 起動シーケンスが完了するまで待

ちます。

2. 必要であれば、 USB モデムキーに SIM カードを挿入します。 詳細は、

ご使用のモデムキーに付属のマニュアルを参照して ください。

3. 必要であれば、 装置の USB ポートの 1 つに、 USB モデムキーを接続し

ます。 

4. Windows のデスク ト ップから、 AirCard Watcher のアイコンをダブル

タ ップして、 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

重要
常に USB モデムキーを接続する前に、装置の電源を入れます。そうしな

いと、USB モデムが正しく検出されないことがあります。 
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ユニッ トでの作業

3G USB モデムのキーによるインターネッ トへのアクセス
5. AirCard ウォ ッチャーアプリ ケーシ ョ ンが起動したら、 接続をタ ップし

て、 モバイルネッ ト ワーク との接続を確立します。

接続が確立され次第、 ウェブを閲覧するこ とができます。 

注記 : AirCard Watcher アプリ ケーシ ョ ンの動作や外観をカスタマイズしたい場

合は、 アプ リ ケーシ ョ ンに付属のオンラインヘルプを参照して ください

（ツールバーから？をタ ップするこ とで利用できます）。

注記 : SIM カードが USB モデムキーに挿入されていない場合、 アプ リ ケーシ ョ ン

は警告メ ッセージを表示します。

注記 : サービスプロバイダで購入したパッケージとネッ ト ワークのタイプに応じ

て、 特定のパラ メータを設定する必要があ り ます。 どのよ うに進めるかわ

からないか、 または設定の詳細が必要な場合は、 サービスプロバイダにお

問い合わせください。

6. 作業が終わったら、 AirCard ウォ ッチャーアプリ ケーシ ョ ンで、 切断を

タ ップし、 装置から USB モデムのキーを取り除きます。
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ユニットでの作業

装置の GPS 位置情報の取得
装置の GPS 位置情報の取得

オプシ ョ ンの GPS USB キーおよび提供される GPS のユーティ リ ティ を使

用する と、 装置の緯度と経度の座標だけでなく、 読み取り値の日付と時刻

を取得するこ とができます。 GPS キーが GPS 衛星との接続を確立できる

かど うかに応じて、 最後の既知の座標か、 現在の座標のいずれかが表示さ

れます。 

注記 : 通信を確立できるよ うにするには、 装置を屋外で使用し、 建物や他の物体

からできるだけ離す必要があ り ます。

画面上で GPS 情報を表示するだけでなく、 テキス ト文字列または URL リ

ンクの 2 つの形式でク リ ップボードにコピーするこ とができます。 テキス

ト文字列には、 GPS 座標だけでなく、 日付と時刻の記録も入っています。

情報がク リ ップボードにコピーされたら、 あらゆる ドキュ メン トやテス ト

報告書 （編集可能なセクシ ョ ン） に貼り付けるこ とができます。 装置がイ

ンターネッ トに接続されている場合、 URL のリ ンクを直接ウェブブラウザ

に貼り付けるこ といよって、 地図上で装置を見つけるこ とができます。

注記 : 管理者レベルのユーザのみが、 Windows Embedded Standard の下でソフ

ト ウェアをインス トールするこ とができます。

重要
 EXFOが提供するCanmore GT-730F(L)キーのみ装置でサポートされて

います。

 初めて GPS USB キーを使用する前に、装置のための最新のシステム

アップグレードおよびプラットフォームキットをインストールする

必要があります。これを行うには、標準的な USB メモリキーとイン

ターネットアクセスのあるコンピュータが必要になります。また、

装置から直接キットを取得することができますが、インターネット

アクセスが必要になります。
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ユニッ トでの作業

装置の GPS 位置情報の取得
装置を最新のシステムアップグレードおよびプラッ ト フォームのコンポー
ネン トにアップグレードするには ：

1. 必要な場合は、 ユニッ トの電源をオンにします。

2. 最新のシステムアップグレードおよびプラ ッ ト フォームキッ ト を取得

します。

2a. お使いのコンピュータまたは装置から、 ウェブブラウザを開き、

www.exfo.com にアクセスします。

2b. My EXFO アカウン トにログインします。 

2c. FTB-1 の下で、 最新のシステムアップグレードおよびプラ ッ ト

フォームキッ ト を見つけます。 キッ ト をダウンロードする方法に

関する情報が必要な場合は、 キッ トに付属の Readme ファ イルを

参照して ください。

3. 以下のよ うにして装置に取得したキッ ト をインス トールします。

3a. システムアップグレードをインス トールします。 詳細について

は、 キッ トに付属のインス トール手順を参照してください。

3b. システムアップグレードのインス トールが完了したら、 装置のプ

ラ ッ ト フォームキッ ト をインス トールします。 詳細については、

キッ トに付属の Readme ファ イルを参照して ください。

すべてのユーザーが、 以下に説明する GPS USB キーを使用した作業を開

始する準備が整いました。 

注記 : 装置にインス トールファ イルを転送するために USB メモ リーキーを使用し

ている場合、 この時点で、 それを取り外すこ とができます。
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ユニットでの作業

装置の GPS 位置情報の取得
装置の GPS 位置情報を取得するには ：

1. 装置を屋外に移動します。

2. 必要に応じて、 装置の電源を入れ、 起動シーケンスが完了するまで待

ちます。

3. GPS USB キーが装置に接続されているこ とを確認します。

重要
常に GPS USB キーを接続する前に、装置の電源を入れます。そうしない

と、GPS キーが正しく検出されないことがあります。 
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ユニッ トでの作業

装置の GPS 位置情報の取得
4. Mini Toolbox で、 ユーティ リ ティ タブを選択し、 次に GPS 座標ビュー

アをタ ップします。

GPS の座標が表示されます。

注記 : GPS 座標ウ ィンド ウの下部に 「GPS が検出されていません」 が表示された

場合は、 GPS キーが装置に接続されていないこ とを意味します。

GPS のキーが正し く接続される と、 ユーティ リ ティは 「検索中」 と表示し

ます。 最後に、 接続が GPS 衛星との間で確立するこ とができたと きに、 こ

のユーティ リ ティは、 「受信座標」 を表示します。

注記 : これは他の GPS デバイスを使用する場合と同様に、 有効な GPS 信号を得

るためには、 数分待つ必要があ り ます。

 座標をコピーをタ ップして、 テキス ト文字列と して、 ク リ ップボード

に表示された情報を送信します。

 ハイパーリ ンクをコピーをタ ップして、 URL リ ンク と して、 ク リ ップ

ボードに表示された情報を送信します。

5. 作業が完了したら、 をタ ップしてユーティ リ テ ィ を閉じます。

接続のステータス
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ユニットでの作業

電卓の使用
電卓の使用

装置から直接 Microsoft Calculator を使用するこ とができます。

電卓を使用するには ：

1. Mini Toolbox から、 ユーティ リ テ ィ タブを選択します。

2. 電卓をタ ップします。

テキストエディ ターの使用

装置から直接 Microsoft Notepad を使用するこ とができます。

テキストエディ ターを使用するには ：

1. Mini Toolbox から、 ユーティ リ テ ィ タブを選択します。

2. ノートパッ ドをタ ップします。

他のツールへのアクセス

装置には、 ネッ ト ワークの ト ラブルシューティングに役立つ、 Wireshark
などのよ うな無償のツールが付属しています。 詳細については、 これらの

ツールに付属のオンラインヘルプを参照して ください。 

よ り多くの柔軟性と機能性を必要とする場合には、 高度なソフ ト ウェア

ツールを購入するこ と もできます。 オンラインヘルプが、 ガイ ドのために

これらのアプリ ケーシ ョ ンで利用可能です。

これらのツールの 1 つまたは複数を装置の起動時に自動的に起動したい場

合は、 スタート アップアプ リ ケーシ ョ ンの選択ページ 59 を参照して くだ

さい。

ツールにアクセスするには ：

1. Mini Toolbox から、 テス ト ツールタブを選択します。

2. 使用するツールに対応したアイコンをタ ップします。
108 FTB-1



6 オプションの内蔵パワーメーター
と VFLの使用

FTB-1 には、 絶対パワー （dBm または W） または挿入損失 （dB） を測定

する光パワーメーターを装備するこ とができます。 パワーメーターは、 変

調信号 （1kHz、 2kHz、 および 270Hz） を検出するこ とができます。

FTB-1 はまた、 ファ イバを検査した り識別した りするための、 ビジュアル

フォルト ロケーター （VFL） を含めるこ とができます。

インラインパワーメーター付のモジュールを購入した場合は、 内蔵のパ

ワーメーターを使用する代わりに、 このパワーメーターで測定を行う こ と

もできます。

パワーメーターまたは VFL を使用する方法の詳細については、 パワーメー

ターのオンラインヘルプを参照して ください。

注記 : アプリ ケーシ ョ ンの外観は、 購入したオプシ ョ ンと使用しているモジュー

ルによって異な り ます。 これ以降に示されるイラス トは、 装置に内蔵のパ

ワーメーター、 内蔵 VFL、 およびインラインパワーメーター付きモジュー

ルが装備されている と きに表示されるアプ リ ケーシ ョ ンを表示します。
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オプションの内蔵パワーメーターと VFL の使用
内蔵パワーメーターまたは VFL をアクセスするには ：

1. Mini Toolbox で、 パワーメーターと VFL をタ ップします。

2. ご使用のプラ ッ ト フォームで使用しているモジュールにインラインパ

ワーメーターが装備されている場合は、 使用したいパワーメーターに

対応する項目をタ ップします。

注記 : 内蔵 VFL を使用したい場合は、 装置の構成によ り、 パワーメーターと

VFL、 または VFL のどちらを選択します。

注記 : パワーメーターアプリ ケーシ ョ ンから ボタンをタ ップする と、 パワー

メーターと VFL のオンラインヘルプにアクセスできます。
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7 プローブを使用したファイバの検
査

ファ イバ検査プローブ （FIP） は、 コネクタ表面の拡大画面を表示するこ と

によって、 コネク タの汚れや破損を検出するのに使用されます。 ファ イバ

の端を見るために装置を FIP に接続するこ とができます。

ファ イバ検査は ConnectorMax アプリ ケーシ ョ ンを使用して行われます。

ConnectorMax アプ リ ケーシ ョ ンに含まれている機能のほとんどは無料で

す。 しかし、 画像を取り込む際に、 特定のテス ト構成を使用して、 自動的

にファ イバを分析したい場合は、 それに対応するオプシ ョ ンを購入する必

要があ り ます。

詳細については、 ConnectorMax オンラインヘルプを参照して ください。

プローブを使用したファイバの検査では ：

1. 装置のト ップパネル上のプローブポートにプローブを接続します。 必

要な場合はアダプタを使用します。 USB ポートに直接プローブを接続

するこ とはできません。

2. メ イン メニューで、 プローブをタ ップして ConnectorMax アプリ ケー

シ ョ ンを起動します。

注記 : ConnectorMax アプ リ ケーシ ョ ンの ボタンをタ ップして、 オンラインヘ

ルプにアクセスするこ とができます。
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8 データの管理
直接、 装置上のファ イルやフォルダをコピー、 移動、 名前変更、 削除する

こ とができます。 

装置から USB メモ リ キーまたはコンピュータにファイルを転送できます。

また、 記憶装置またはコンピュータからデータを装置に転送するこ とがで

きます。

装置には、 データ転送のために次のポート とデバイスが装備されていま

す ：

 2 つの USB 2.0 ポート、メモ リ キーまたは USB を RS-232 アダプタに接続

するため （USB から RS-232 変換アダプタを使用ページ 127 を参照し

て ください）。

 ネッ ト ワークに接続するためのイーサネッ ト ポート （VNC やリモート

デスク ト ップ経由での転送用 - リモートから装置にアクセスページ 147
を参照して ください）

 ワイヤレスネッ ト ワークに接続するための内蔵 Wi-Fi デバイス （オプ

シ ョ ン）

 Bluetooth 経由でデータを転送するための内蔵 Bluetooth デバイス （オ

プシ ョ ン）。 
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データの管理
装置の空きディスク領域を表示するには ：

1. メ イン メニューで、 システム情報をタ ップします。

2. プラ ッ ト フォームを選択します。 

フ リースペースは 「D:\(APP)」 で利用可能なフラ ッシュアイテムの横

に表示されます。

3. 完了したら、 OK をタ ップしてシステム情報を閉じます。

装置上のファイルやフォルダのみを管理するには ：

メ イン メニューからファ イルマネージャを選択します。
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データの管理
装置と USB メモリキー間でファイルやフォルダを転送するには ：

1. USB ポートに USB メモ リ キーを接続します。

2. メ イン メニューからファ イルマネージャを選択します。 

使用可能なド ライブおよびフォルダのリ ス トには、 メモ リーキー （リ

ムーバブルディ スク） が含まれています。 これで、 ユーザーの希望通

りにファ イルやフォルダを管理できます。

注記 : メモ リーキーが表示されない場合は、 ファ イルマネージャを閉じて再び開

きます。 また、 表示メニューから最新の情報に更新オプシ ョ ンを使用する

こ と もできます。

3. 終了したら、 メモ リ ド ラ イブを取り外します。
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データの管理

Bluetooth 経由でのデータ転送
Bluetooth 経由でのデータ転送

装置がオプシ ョ ンの Bluetooth デバイス （内蔵） を装備している場合、

Bluetooth 技術を使用して装置と コンピュータ間でデータを転送するこ と

ができます。 デフォルトでは、 Bluetooth と Wi-Fi デバイスの両方が有効

になっていますが、 ネッ ト ワークには接続されていません。

デバイスを無効にしている場合は、 Bluetooth （Bluetooth と Wi-Fi デバイ

スの有効化または無効化ページ 132 を参照） を介してデータを転送しよ う

とする前に、 それらを有効にする必要があ り ます。

使用しているコンピュータでは、 Windows XP SP3 またはそれ以降を実行

している必要があ り ます。 さ もないと、 データ転送中に問題が発生する可

能性があ り ます。 また、 コンピュータは Bluetooth デバイスを備えている

必要があ り、 適切に構成される必要があ り ます。 

注記 : コンピュータの代わりにデータ転送のために BlackBerry スマート フォンな

どのデバイスを使用したい場合、 それらが Bluetooth 対応で正し く設定さ

れているこ とを確認する必要があ り ます。

一部のデバイスでは、 同じ製造元のデバイス間のデータ転送のみ可能で

す。 この場合は、 FTB-1 装置からデータを転送するために、 別のタイプの

デバイスまたは標準的なコンピュータを使用する必要があ り ます。

装置は、 コンピュータから 9 メートルのエリ ア内 （Bluetooth 技術の限界）

に位置しなければなり ません。 

大きなファ イル （1Gb 以上） を転送する必要がある場合は、 USB キーを使

用するか、 Wi-Fi またはイーサネッ ト ネッ ト ワークに接続します。

以下に記述される手順は、 装置からコンピュータにデータを転送する方法

を説明します。 コンピュータから装置へのデータ転送は、 データがコン

ピュータの Bluetooth 転送ウ ィザード （ファ イル送信オプシ ョ ン） を使用

して送信され、 装置によって受信 （ファ イル受信オプシ ョ ン） されるこ と

を除いて、 類似しています。
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データの管理

Bluetooth 経由でのデータ転送
Bluetooth 経由でデータを転送するには ：

1. 次のよ うに装置を構成します。

1a. メ イン メニューで、 設定をタ ップします。

1b. Bluetooth デバイスをダブルタ ップします。

1c. 発見の下のオプシ ョ ンタブから、 発見機能を有効にするチェッ ク

ボッ クスを選択します。

1d. Bluetooth デバイスによる、 このコンピュータへの接続を許可す

るチェッ クボッ クスが選択されているこ とを確認します。

1e. OK をタ ップして確定します。
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データの管理

Bluetooth 経由でのデータ転送
2. 次のよ うにコンピュータを構成します。

2a. コンピュータのコン ト ロールパネルで、 Bluetooth デバイスをダ

ブルク リ ッ ク します。

2b. 発見の下のオプシ ョ ンタブから、 発見機能を有効にするチェッ ク

ボッ クスを選択します。

2c. Bluetooth デバイスによる、 このコンピュータへの接続を許可す

るチェッ クボッ クスが選択されているこ とを確認します。

2d. OK をタ ップして確定します。

3. コンピュータ上の Bluetooth アイコン （タスクバーにあ り ます） をク

リ ッ ク して、 ファ イルを受信を選択します。

4. 装置のミニツールボッ クスから、 ユーティ リ ティ タブを選択します。
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データの管理

Bluetooth 経由でのデータ転送
5. Bluetooth ファ イル転送ウ ィザードをタ ップします。

6. ウェルカムウ ィンド ウで、 次へをタ ップします。

7. ファ イルの送信を選択して、 次へをタ ップします。
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データの管理

Bluetooth 経由でのデータ転送
8. 次のよ うにデータを転送する先のコンピュータを選択します。

8a. ブラウズをタ ップします。

8b. 希望するコンピュータを選択し、 次に OK をタ ップして確定しま

す。
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データの管理

Bluetooth 経由でのデータ転送
9. パスキーを使用する場合は、 対応するチェッ クボッ クスを選択し、 パ

スキーを入力します。

終わったら、 次へをタ ップします。

10. コンピュータに送信したいファ イルを選択するには、 ブラウズをタ ッ

プします。

11. ファ イルを選択し、 確認のために開く をタ ップし、 次へをタ ップしま

す。
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データの管理

Bluetooth 経由でのデータ転送
12. コンピュータで、 アプリ ケーシ ョ ンが入力を求めたと きに、 接続を許

可し、 必要に応じてパスキーを入力します。

注記 : パスキーを使用して保護された接続を確立する と、 この接続 （設定＞

Bluetooth デバイス＞デバイス） を削除した り、 パスキーを変更したりす

るまで、 このパスキーは装置と コンピュータの両方のメモ リに保持されま

す。

13. コンピュータ上で、 完了をク リ ッ ク します。

14. お使いのコンピュータの Bluetooth ファ イル転送ウ ィザードから、 必

要であれば、 受信したファ イルの名前と保存場所を変更します。 ファ

イルを保存するために、 次へをク リ ッ ク します。 ウ ィザードを閉じる

ために、 完了をク リ ッ ク します。

15. 装置で、 Bluetooth ファ イル転送ウ ィザードを閉じるために、 完了を

タ ップします。
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データの管理

ワイヤレスネッ ト ワークへの接続
ワイヤレスネッ トワークへの接続

装置にオプシ ョ ンの Wi-Fi デバイス （内蔵） が装備されている場合は、 ワ

イヤレスネッ ト ワークに接続して、 このネッ ト ワーク上で使用可能なすべ

てのリ ソースの恩恵を受けるこ とができます。 イーサネッ ト ネッ ト ワーク

から実行する場合とまった く同じよ うに、 データを転送するこ とができま

す。 デフォルトでは、 Bluetooth と Wi-Fi デバイスの両方が有効になって

いますが、 ネッ ト ワークには接続されていません。 

デバイスを無効にしている場合は、 ワイヤレスネッ ト ワーク （Bluetooth
と Wi-Fi デバイスの有効化または無効化ページ 132 を参照） に接続しよ う

とする前に、 それらを有効にする必要があ り ます。

ワイヤレスネッ トワークへ接続するには ：

1. まだしていない場合は、 装置と コンピュータの両方のすべての必要な

フォルダを共有します。 進める方法がわからない場合は、 ネッ ト ワー

ク管理者に問い合わせてください。

2. まだしていない場合は、 次のよ うにファ イアウォールを構成します。

2a. メ イン メニューで、 設定をタ ップします。

2b. Windows ファ イアウォールをダブルタ ップします。

2c. 例外タブを選択します。
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データの管理

ワイヤレスネッ ト ワークへの接続
2d. ファ イルとプ リ ンタの共有アイテムが選択されているこ とを確認

します。 

2e. OK をタ ップして確定します。

3. 装置のミニツールボッ クスから、 ユーティ リ ティ タブを選択します。

4.  WiFi 接続をタ ップします。

5. ワイヤレスネッ ト ワークの リ ス ト を表示する方法についてのメ ッセー

ジを確認し、 OK をタ ップします。
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6. ワイヤレスネッ ト ワーク接続をダブルタ ップします。

7. 装置が既にワイヤレスネッ ト ワークに接続されている場合、 ワイヤレ

スネッ ト ワークの一覧を表示するには、 ワイヤレスネッ ト ワークの表

示をタ ップします。
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ワイヤレスネッ ト ワークへの接続
8. ワイヤレスネッ ト ワーク接続ウ ィンド ウで、 接続したいワイヤレス

ネッ ト ワークを選択します。

9. 接続をタ ップします。

10. ネッ ト ワークがネッ ト ワークキー （パスワード） で保護されている場

合、 対応するボッ クスに入力して、 接続をタ ップします。

注記 : すべてのネッ ト ワークが異なっているので、 Wi-Fi 経由でデータを転送で

きるよ うになる前に、 他のパラ メータを設定する必要な場合もあ り ます。

お使いのネッ ト ワークに固有の設定については、 ネッ ト ワーク管理者に問

い合わせてください。

接続が確立され次第、 選択したワイヤレスネッ ト ワークで作業を開始でき

ます。 完了したら、 ワイヤレスネッ ト ワーク接続ウ ィンド ウから、 切断を

タ ップして、 ワイヤレスネッ ト ワーク との通信を停止します。 
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USB から RS-232 変換アダプタを使用

装置と、 RS-232 （シ リ アル） ポートのみが装備されているデバイスの間で

データを転送したい場合は、 USB/RS-232 アダプターを使用する必要があ り

ます。 

アダプタが検出される と、 装置はアダプタに COM ポート番号 （値は、

COM3 から始ま り ます） を割り当てます。 この COM ポート番号は、 装置

をオフにしても メモ リー内に保持されます。 これによ り、 いずれかの USB
ポートに同じアダプタを次回接続する と、 装置がアダプタを認識し、 保存

された COM ポート番号によ り識別するこ とを意味します。

装置とデバイス間の通信は、 PuTTY アプ リ ケーシ ョ ンを使用して確立され

ます。 

重要
EXFO によって販売される USB/RS-232 アダプタのみがサポートされま

す。
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データの管理

USB から RS-232 変換アダプタを使用
USB/RS-232 アダプターを使用するには ：

1. 装置とシ リ アルデバイスの両方の電源をオンにします。

2. 図のよ うに接続します。 いずれかの USB ポートにアダプタの USB の

端を接続するこ とができます。

注記 : 使用するデバイスが （USB ポートが装備されていない） コンピュータであ

る場合は、 デバイス と USB/RS-232 アダプタの間の 「延長ケーブル」 と し

て、 ヌルモデムシ リ アルケーブルを使用するこ とができます。

アダプタは、 装置で自動的に検出されます。

シリアル

デバイス

シリアルの端

USB/RS-232
アダプタ

USB の端

FTB-1
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データの管理

USB から RS-232 変換アダプタを使用
3. 装置から、 次のよ うにアダプタの COM ポート を取得します。

3a. 装置のメ イン メニューから、 設定をタ ップします。

3b. デバイスマネージャをダブルタップします。

3c. ポート （COM と LPT） リ ス ト を展開して、 アダプタに割り当て

られている COM ポート番号を取得し、 それを書き留めます。

3d. デバイスマネージャを閉じます。
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データの管理

USB から RS-232 変換アダプタを使用
4. 装置で、 次のよ うに通信パラ メータを設定します。

4a. 装置のミニツールボッ クスから、 ユーティ リ ティ タブを選択し、

次に PuTTY をタ ップします。

4b. パラ メータを設定します。

 ツ リービューで、 接続＞シ リ アルを選択し、 必要に応じてパラ

メータを設定します。 指定した COM ポートが、 手順 3c で書き留

めたものに対応しているこ とを確認します。

 あなたが画面上で入力した文字を表示したい場合は、 ツ リー

ビューでターミナルを選択します。 ローカルエコーの下で、 値を

強制的にオンに設定します。

 ツ リービューで、 セッシ ョ ンを選択します。 シ リ アルを選択しま

す。 COM ポート番号と速度は、 以前に入力したものに対応する必

要があ り ます。

4c. 開く をタ ップします。 これで装置は、 データを送受信するこ とが

できます。

ツリービュー
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データの管理

USB から RS-232 変換アダプタを使用
5. デバイスで、 通信パラ メータを設定します。

注記 : お使いのデバイスで設定した COM ポート番号は、 おそら く装置で使用し

たものとは異な り ます。

6. デバイスで、 お気に入りの通信ツール （PuTTY に、 ハイパーターミナ

ルなど） を使用して、 装置との通信を確立します。

重要
装置とデバイス間の通信を確立できるようにするには、装置で定義され

たものと同じ値に、以下のパラメータを設定する必要があります。

 速度

 データビット

 ストップビット

 パリティ

 フロー制御
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Bluetooth と Wi-Fi デバイスの有効化または無効化

デフォルトで、 Wi-Fi と Bluetooth の両デバイスは、 対応するオプシ ョ ン

が装備されている装置で有効になっています。

一定期間、 Bluetooth によ り ファ イルを転送したり、 ワイヤレスネッ ト

ワークで作業する予定がない場合は、 バッテ リ寿命を延長するためにデバ

イスを無効にするこ とができます。

Wi-Fi デバイスを無効にする とすぐに、 Bluetooth も自動的に無効になり ま

す。

いつでもデバイスを再度有効にするこ とができます。

Bluetooth と Wi-Fi デバイスを有効化または無効化するには ：

1. メ イン メニューで、 設定をタ ップします。

2. ネッ ト ワーク接続をダブルタ ップします。
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データの管理

Bluetooth と Wi-Fi デバイスの有効化または無効化
3. ワイヤレスネッ ト ワーク接続を選択します。

4. ファ イルメニューで、 必要に応じて有効または無効を選択します。
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データの管理

USB データムーバーアプリ ケーシ ョ ンによるファ イルの転送
USB データムーバーアプリケーションによるファイ
ルの転送

USB データムーバーアプリ ケーシ ョ ンを使用する と、 装置から迅速に USB
ス ト レージデバイスにフォルダやファ イルをコピーするこ とができます。

事前定義済みのソースフォルダからファ イルを取得した り、 独自のフォル

ダを指定するこ とができます。

事前定義されたフォルダは、 次の通りです。

 パスが、 D:\Documents and Settings\User_currently_logged _on\My 
Documents であるマイ ドキュ メン ト  

User_currently_logged _on は、 現在、 装置にログインしている人の

ユーザー名に対応します。

 パスが、 D:\Documents and Settings\All Users\Shared Documents であ

る共有ドキュ メン ト 。

注記 : ソースフォルダのリ ス トから事前定義されたフォルダを削除するこ とはで

きませんが、 ユーザーが追加したフォルダを削除するこ とはできます。

デフォルトでは、 アプリ ケーシ ョ ンはソースフォルダのリ ス トに表示され

るすべてのフォルダからファ イルを取得します。 ただし、 どのフォルダを

考慮したいかを指定できます。
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USB データムーバーアプリ ケーシ ョ ンによるファ イルの転送
データをコピーするたびに、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 ス ト レージデバイス上

にフォルダを作成します。 このフォルダにはコピーされたファイルやサブ

フォルダが含まれます （元のフォルダ構造だけでなく、 フォルダ名やファ

イル名も保持されます）。 

アプ リ ケーシ ョ ンはフォルダ名を次のよ うに生成します。

[ 年 ]-[ 月 ]-[ 日 ]_[ 時 ]-[ 分 ]-[ 秒 ]

例 ：

2010 年 9 月 20 日に要求されたコピー操作でのフォルダ名は次のよ うにな

り ます。

2010-09-20-13_23-01-45

注記 : 時間は、 装置の時間設定形式にかかわらず、 24 時間形式で表示されます。

USB データムーバーを使用してファイルを転送するには ：

1. USB ポートの 1 つに、 USB ス ト レージデバイスを接続します。

2. Mini Toolbox から、 ユーティ リ テ ィ タブを選択します。

3.  USB データムーバーをタ ップします。
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USB データムーバーアプリ ケーシ ョ ンによるファ イルの転送
4. チェッ クボッ クスを選択またはク リ アして、 必要に応じてフォルダ選

択を調節します。

5. 必要であれば、 宛先メディアで希望する USB ス ト レージデバイスを選

択します。

6. コピーをタ ップします。 ファ イルは転送後に、 装置に残っています。

7. 終わったら、 をタ ップして、 USB データ転送アプリ ケーシ ョ ンを終

了します。
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ソースフォルダのリスト を管理するには ：

1. Mini Toolbox から、 ユーティ リ テ ィ タブを選択します。

2.  USB データムーバーをタ ップします。

3. ユーザーの設定をタ ップします。
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USB データムーバーアプリ ケーシ ョ ンによるファ イルの転送
4. ソースフォルダのリ ス トに独自のフォルダを追加したい場合は、 次の

手順に従います。

4a. フォルダを追加をタ ップします。

4b. 希望するフォルダを選択し、 次に OK をタ ップします。
138 FTB-1



データの管理

USB データムーバーアプリ ケーシ ョ ンによるファ イルの転送
5. ソースフォルダのリ ス トからフォルダを削除したい場合は、 次の手順

に従います。

5a. 削除したいフォルダを選択します。

5b. フォルダを削除をタ ップします。

注記 : アプ リ ケーシ ョ ンは、 リ ス トからのフォルダの削除を確認するプロンプ ト

を表示しません。

6. 終わったら、 閉じるをタ ップします。 自動的に変更内容が反映されま

す。 新たに追加したすべてのフォルダがデフォルトで選択されます。

7. をタ ップして、 USB データ転送アプリ ケーシ ョ ンを終了します。
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装置から VPN への接続

注記 : 管理者レベルのユーザのみが、 Windows Embedded Standard の下でソフ

ト ウェアをインス トールするこ とができます。 ただし、 インス トールが完

了する と、 すべてのユーザーが装置から VPN に接続する可能性を持つこ と

にな り ます。

サポート されている VPN ク ラ イアン ト （アプ リ ケーシ ョ ン） のいずれかを

インス トールする と、 装置から仮想プライベートネッ ト ワーク （VPN） に

接続するこ とができます。 そのよ うなク ラ イアン トは世界のどこからで

も、 会社の VPN に接続して、 装置がネッ ト ワークにローカルに接続された

かのよ うに、 ネッ ト ワーク リ ソースにアクセスするこ とができます。 例え

ば、 企業のプライベートネッ ト ワーク上の集中フォルダにデータを転送す

る必要がある場合、 これが役に立つかもしれません。

VPN ク ラ イアン ト と VPN サーバー間の通信を確立するには、 Wi-Fi 接続

（ワイヤレスネッ ト ワークへの接続ページ 123 を参照）、 3G USB モデム

キー （3G USB モデムのキーによるインターネッ トへのアクセスページ 99
参照）、 または標準イーサネッ ト接続のいずれかを使用するこ とができま

す。

注記 : すべてのネッ ト ワークが異なっているので、 VPN に接続できるよ うになる

前に、 設定する必要のあるパラ メータが変わる場合があ り ます。 お使いの

ネッ ト ワークに固有の設定については、 ネッ ト ワーク管理者に問い合わせ

てください。

別の VPN ク ラ イアン トに変更または削除する必要がある場合は、 よ く ある

問題の解決ページ 183 を参照して ください。
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サポート される VPN クライアン トのリスト を取得するには ：

1. 装置のミニツールボッ クスから、 ユーティ リ ティ タブを選択します。

2. VPN インス トーラをタ ップします。

3. VPN のインス トーラの最初のウ ィンド ウで、 続行をタ ップします。

重要
EXFO はいかなる VPN クライアントも提供していません。サポートされ

ている VPN クライアントのいずれかのインストールファイルをご自身で

準備する必要があります。完全なリストは、VPN のインストーラアプリ

ケーションから利用可能です。

EXFO はリストされたもの以外の VPN クライアントが、装置で正常に動

作することを保証することはできません。
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4. サポート されているすべての VPN ク ライアン トがサポート されている

ソフ ト ウェアおよびバージ ョ ンの一覧に表示されます。 この リ ス ト を

書き留めて、 ネッ ト ワーク管理者に連絡して、 インス トールファイル

を取得するこ とができます。

5. VPN のインス トーラを閉じるには、 キャンセルをタ ップします。

装置に VPN ク ラ イアン ト をインス トールする方法を説明する手順に移動す

る準備が整いました。
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注意
 VPN クライアントを適切にインストールするために、決して手動で

インストールしようとしないでください。常に VPN Installer を使用

します。

 再起動するように求められても、インストール時に装置を再起動し

ないでください。再起動すると、VPN クライアントは正しくインス

トールされません。EXFOVPN インストーラは、装置を再起動し、自

動的にインストールを完了します。誤って VPN クライアントを更新

した場合は、よくある問題の解決ページ 183 を参照してください。

 装置は、VPN クライアントの特定のバージョンで動作するように設

計されています。決して手動で VPN クライアントを更新しないこ

と、また VPN サーバーが、クライアントを更新しないことを確認し

ます。さもないと、VPN クライアントは正しく動作しない可能性が

あります。

重要
EXFO は、単一の FTB-1 装置に複数の VPN クライアントをインストール

することを推奨しません。

重要
VPN クライアントと VPN サーバー間の通信の問題を回避するために、

装置に設定されている日付が現在の日付に対応していることを確認して

ください。
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装置に VPN クライアン ト をインストールするには ：

1. 装置の日付が現在の日付に対応していない場合は変更します （日付、

時刻およびタイムゾーンの調整ページ 73 を参照）。

2. 次のよ うにして、 装置のインス トールファイルを取得します。

2a. 装置で、 Windows のデスク ト ップ上にフォルダを作成します。

2b. インス トールファ イルを （USB キーまたはフォルダネッ ト ワーク

から） 新し く作成したフォルダにコピーします。 

3. 装置のミニツールボッ クスから、 ユーティ リ ティ タブを選択します。

4. VPN インス トーラをタ ップします。
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5. VPN インス トーラの最初のウ ィンド ウで、 情報を読みます。 終わった

ら、 続けるをタ ップします。

6. サポート されるソフ ト ウェアおよびバージ ョ ンの一覧から、 手順 2 で

インス トールファ イルを取得した VPN ク ラ イアン トに対応するエン ト

リ を選択します。 

継続をタ ップします。
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7. VPN インス トーラから、 ブラウズボタンを使用して、 対応する設定

ファ イルを選択します。

注記 : 以前に選択した VPN ク ライアン トに応じて、 選択できる 2 つのインス トー

ルファイル （1 つではなく 2 つのブラウズボタン） を有している可能性が

あ り ます。 詳細については、 VPN インス トーラに付属のオンラインヘルプ

を参照して ください。

8. インス トールボタンをタ ップします。

9. 画面上の指示に従います。

装置は、 自動的に再起動し、 VPN ク ラ イアン トのインス トールを完了しま

す。 すべてのユーザーが装置から VPN に接続できるよ うにな り ます。

装置から VPN へ接続するには ：

VPN ク ラ イアン ト を起動し、 画面の指示に従います。

提供すべき情報がわからない場合は、 ネッ ト ワーク管理者に問い合わせて

ください。

重要
インストールの問題を回避するには、インストールファイルが装置の

Windows デスクトップから利用可能であることを確認します。絶対に

USB キーからインストールファイルを直接使用しないでください。
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9 リモートから装置にアクセス
リモートデスク ト ップ接続または TightVNC のク ライアン ト アプ リ ケー

シ ョ ンのいずれかを使用して、 リモートでコンピュータから装置にアクセ

スするこ とができます。

以下の表は、 2 つのアプリ ケーシ ョ ンの違いを示します。

特性
リモートデスク ト ップ

接続
TightVNC クライアン ト

接続の種類 装置と コンピュータ間で直
接。 1 人のユーザだけを一度
に装置に接続するこ とがで
きます。

排他的ではあ り ません。 （同
じセッシ ョ ンを共有してい
る） 複数のユーザーが同時
に装置に接続するこ とがで
きます。

Windows のユーザー権限 考慮されます。 考慮されません。

パスワードで保護 はい。 必須です。 ユーザー
名とパスワードは、 装置に
接続するために使用される
ものと同じです。

デフォルトでは、 管理者権
限を持つすべてのアカウン
トは、 リモートデスク ト ッ
プ接続を使用するこ とがで
きます。 制限された権限を
持つアカウン トが、 同様に
リモートデスク ト ップを使
用できるよ うにしたい場合
は、 特定のアクセス権を付
与しなければなり ません。

はい。 必須です。 初めて
サーバーを起動したと きに、
パスワードが TightVNC の
サーバー上で定義されます。
このパスワードは、 装置に
接続するために使用された
ものとは関係あ り ません。
デフォルトでは、 TightVNC
ク ラ イアン ト を使用してい
るすべての人が、 （サーバ上
で定義されている） 同じパ
スワードを入力します。

パスワードを提供している
各ユーザーは、 TightVNC を
介して装置に接続できるよ
うにな り ます。
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リモートデスク ト ップでの作業

デフォルトでは、 管理者権限を持つすべてのアカウン トは、 リモートデス

ク ト ップを使用するこ とができます。 制限された権限を持つアカウン ト

が、 同様にリモートデスク ト ップを使用できるよ うにしたい場合は、 特定

のアクセス権を付与しなければなり ません。

また、 ユーザーがリモートでアクセスできないよ うに、 装置を構成するこ

とができます。

リモートデスク ト ップでの装置へのアクセス

リモートデスク ト ップを使用して、 装置に接続できるよ うにするには、 次

の作業が必要です。

 装置の IP アドレスを知っていて、 コンピュータの接続設定で、 それを

提供する。

 パスワードで保護されているアカウン ト を使用する。 リモートデスク

ト ップでは、 空のパスワードを持つ接続を許可しない。

 リモートデスク ト ップアプ リ ケーシ ョ ンがプロンプ ト を表示したと き、

適切なユーザー名を入力します。 通常、 このユーザー名は現在装置に

ログインしている人のユーザー名に対応する必要があ り ます。 そ うで

なければ、 すでに接続されていた人が切断されます。
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リモートから装置にアクセス

リモートデスク ト ップでの作業
リモートデスク ト ップで離れた場所から装置にアクセスするには ：

1. 同じネッ ト ワークに、 コンピュータ と装置の両方を接続し、 ネッ ト

ワークの制限で互いの通信が妨げられる可能性があるので、 互いに

「確認」 できるこ とを確かめて ください。

 イーサネッ ト ネッ ト ワークを使用する場合は、 上部パネルにある

装置の RJ-45 ポートに RJ-45 （ネッ ト ワーク） ケーブルを接続しま

す。 

 ワイヤレスネッ ト ワークを使用する場合には、 ワイヤレスネッ ト

ワークへの接続ページ 123 を参照して ください。

 また、 Bluetooth デバイスによ りプライベートエ リ アネッ ト ワーク

を作成するこ とができます （ネッ ト ワーク管理者に問い合わせて

ください）。

2. コンピュータ と装置の両方の電源をオンにします。

3. 装置の Mini Toolbox で、 メ イン メニューに移動します。 システム情報

＞プラ ッ ト フォームを選択します。

4. IP アドレスを書き留めてから、 ウ ィンド ウを閉じます。

注記 : リ ス トに IP アドレスが表示されるまで、 数秒かかる場合があ り ます。

5. コンピュータのタスクバーで、 開始をク リ ッ ク し、 次にすべてのプロ

グラム＞アクセサリ＞リモートデスク ト ップ接続を選択します。
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リモートデスク ト ップでの作業
6. リモートデスク ト ップ接続ウ ィンド ウのコンピュータのリ ス トで、 手

順 4 で書き留めた装置の IP アドレスを入力します。

7. 接続をク リ ッ ク します。

8. アプ リ ケーシ ョ ンによ り入力を求められたら、 ユーザー名とパスワー

ドを入力します。

9. OK をク リ ッ ク してセッシ ョ ンを開きます。
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リモートから装置にアクセス

リモートデスク ト ップでの作業
制限付きアカウン ト を持つユーザーがリモートデスク
ト ップを使用できるようにします

デフォルトでは、 管理者権限を持つアカウン トのみが、 リモートデスク

ト ップを使用するこ とができます。 ただし、 リモートデスク ト ップを使用

できるよ うに、 限られた権限を持つアカウン トに追加のユーザー権限を割

り当てるこ と もできます。

制限されたアカウン トを持つユーザーが、 リモートデスク ト ップを使用で
きるようにするには ：

1. 装置のメ イン メニューから、 システム設定を選択します。

2. システム設定で、 リモートセッシ ョ ンをタ ップします。
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リモートデスク ト ップでの作業
3. （ リ モートデスク ト ップのク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを使用してい

るコンピュータから） このユニッ トへのリモート接続を許可が選択さ

れているこ とを確認します。

4. ユーザーのリ ス トから、 アクセス権を付与したいユーザーに対応する

ボッ クスを選択します。

5. をタ ップして Mini Toolbox ウインド ウへ戻り ます。
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リモートデスク ト ップでの作業
ユーザーがリモートデスク ト ップで接続することを防止

また、 ユーザーがリモートでアクセスできないよ うに、 装置を構成するこ

と もできます。 ただし、 管理者ユーザー権限を持つすべてのユーザーは、

いつでも この設定を変更するこ とができます。

ユーザーがリモートデスク ト ップを使用して、 装置に接続することができ
ないようにするには ：

1. 装置のメ イン メニューから、 システム設定を選択します。

2. システム設定で、 リモートセッシ ョ ンをタ ップします。

3. このユニッ トへのリモート接続を許可しないを選択します。

4. をタ ップして Mini Toolbox ウインド ウへ戻り ます。
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リモートデスク ト ップでの作業
リモートデスク ト ップで作業をしている間に、 装置を再
起動、 または電源を切る

場合によっては、 装置を リモートで制御している間に、 装置を再起動また

はシャ ッ ト ダウンするこ とが必要になるこ とがあ り ます。

リモートデスク ト ップを使用して、 装置を再起動、 または電源を切るには ：

1. Mini Toolbox を含むすべてのアプリ ケーシ ョ ンを閉じます。

2. タスクバーで、 開始をク リ ッ ク し、 実行を選択します。

3. 装置を再起動する場合は、 「開く」 ボッ クスに、 Shutdown -r と入力し

て ください。 

または

装置の電源を切る場合は、 「開く」 ボッ クスに、 Shutdown - ｓ と入力

して ください。 
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TightVNC による作業

TightVNC による装置の制御には、 TightVNC サーバー （すでに装置にイン

ス トール済み） と、 TightVNC ク ラ イアン ト ビューア （お使いのコンピュー

タにインス トールする必要があ り ます） が必要です。

装置の TightVNC サーバーを初めて起動する と きは、 アプリ ケーシ ョ ンが

パスワードを定義するよ うにプロンプ ト を表示します。 これらのパスワー

ドが定義されたら、 TightVNC のク ライアン ト （コンピュータ上） を使っ

て、 装置に接続する準備が整います。

装置の電源を入れたと きに自動的に TightVNC サーバーが起動するよ うに

するには、 TightVNC サーバーを自動的に起動するよ う構成ページ 161 を

参照して ください。

重要
自動的に起動されるアプリケーション用に設定したパスワードは、

（ユーティリティタブを介して）手動で起動するアプリケーションに設

定したパスワードとは無関係です。これは、装置に接続するために使用

する TightVNC のアプリケーションに応じて、異なるパスワードを入力

する必要があることを意味します。

異なる 2 つのパスワードセットを管理したくない場合は、すべてのパス

ワードを同じ値に設定することができます。 
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リモートから装置にアクセス

TightVNC による作業
TightVNC を使用して、 装置に接続できるよ うにするには、 次の作業が必要

です。

 装置の IP アドレスを知っていて、 コンピュータでの接続設定で、 それ

を入力する。

 パスワード （デフォルトですべてのユーザーで同じ） を知っているこ

と。 

このセクシ ョ ンでは、 TightVNC で装置を制御するための基本情報を提供し

ます。 詳細については、 TightVNC オンラインヘルプを参照して ください。

注意
コンピュータと装置（TightVNC サーバー）間でファイルを転送するた

めに TightVNC にを使用する場合は、十分に注意してください。

 コンピュータから装置に転送：転送が中断された場合、コンピュー

タ上のものと同じ名前を持つ、装置上のすべてのファイルが削除さ

れます。しかし、コンピュータ上のファイルは利用可能な状態で残

ります。 

 装置からコンピュータに転送：転送が中断された場合、装置上のも

のと同じ名前を持つ、コンピュータ上のすべてのファイルが削除さ

れます。しかし、装置上のファイルは利用可能な状態で残ります。
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TightVNC サーバーの構成

TightVNC サーバーがすでに装置にインス トールされています。 コンピュー

タ と装置間に接続を確立する前に、 パスワードを設定する必要があ り ま

す。 

TightVNC サーバーを構成するには ：

1. 装置の電源を入れたと きに自動的に TightVNC サーバーが起動するよ

うに構成した場合は、 直接手順 2 に移動します。 も し くは、 Mini 
Toolbox、 ユーティ リ ティ タブを選択し、 次に TightVNC サーバーの起

動をタ ップします。

2. サーバータブを選択します。
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リモートから装置にアクセス

TightVNC による作業
3. プライマ リパスワード と表示専用パスワードボッ クスに、 希望のパス

ワードを入力します。

注記 : 2 つのパスワードは互いに独立しています。 同一である必要はあ り ません。

4. 適用をタ ップしてから、 OK をタ ップします。
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TightVNC による作業
クライアン ト コンピュータに TightVNC ビューアをイン
ストール

TightVNC ビューアがまだコンピュータにインス トールされていない場合

は、 FTB-1 に付属の DVD でインス トールするこ とができます。 

お使いのコンピュータに TightVNC ビューアをインストールするには ：

1. お使いのコンピュータの CD/DVD ド ラ イブにインス トール DVD を挿入

します。

2. DVD のメ イン メニューから、 デスク ト ップのユーティ リ ティ をク リ ッ

ク します。

3. インス トールを開始するには、 VNC ク ラ イアン ト をク リ ッ ク します。

4. 画面上の指示に従います。

TightVNC による装置への接続

TightVNC ビューアがコンピュータにインス トールされたら、 リモートから

装置にアクセスするこ とができます。

TightVNC により装置へ接続するには ：

1. 同じネッ ト ワークに、 コンピュータ と装置の両方を接続し、 ネッ ト

ワークの制限で互いの通信が妨げられる可能性があるので、 互いに

「確認」 できるこ とを確かめて ください。

 イーサネッ ト ネッ ト ワークを使用する場合は、 上部パネルにある

装置の RJ-45 ポートに RJ-45 （ネッ ト ワーク） ケーブルを接続しま

す。 

 ワイヤレスネッ ト ワークを使用する場合には、 ワイヤレスネッ ト

ワークへの接続ページ 123 を参照して ください。

 また、 Bluetooth デバイス （Bluetooth 経由でのデータ転送ペー

ジ 116 を参照） でプライベートエ リ アネッ ト ワークを作成するこ

とができます。

2. コンピュータ と装置の両方の電源をオンにします。
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3. 装置の Mini Toolbox で、 メ イン メニューに移動します。 システム情報

＞プラ ッ ト フォームを選択します。

4. IP アドレスを書き留めてから、 ウ ィンド ウを閉じます。

注記 : リ ス トに IP アドレスが表示されるまで、 数秒かかる場合があ り ます。

5. 装置の電源を入れたと きに自動的に TightVNC サーバーが起動するよ

うに構成した場合は、 直接手順 6 に移動します。 も し くは、 Mini 
Toolbox、 ユーティ リ ティ タブを選択し、 次に TightVNC サーバーの起

動をタ ップします。

6. お使いのコンピュータから、 デスク ト ップの TightVNC ビューアの

シ ョート カッ ト をダブルク リ ッ ク します。

7. VNC サーバのリ ス トで、 手順 4 で書き留めた装置の IP アドレスを入力

します。 

8. 接続をク リ ッ ク します。
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TightVNC サーバーを自動的に起動するよう構成

注記 : 管理者レベルのユーザーのみが自動的に起動するよ うに TightVNC サー

バーを構成できます。

デフォルトでは、 装置の電源を入れたと きに、 TightVNC サーバーは自動的

に開始されません。 ただし、 この設定を変更できます。 これは、 装置がす

ぐ手の届く所になくても、 リモートから装置に接続する必要がある場合に

特に便利です。 この機能のすべての利点を活用するために、 自動ログイン

（自動ログインの有効化または無効化ページ 55 を参照） も有効にするこ と

をお勧めします。 そ う しないと、 TightVNC サーバーが起動される前に、 手

動でユーザアカウン ト を接続する必要があ り ます。

重要
自動的に起動されるアプリケーション用に設定したパスワードは、

（ユーティリティタブを介して）手動で起動するアプリケーションに設

定したパスワードとは無関係です。これは、装置に接続するために使用

する TightVNC のアプリケーションに応じて、異なるパスワードを入力

する必要があることを意味します。

異なる 2 つのパスワードセットを管理したくない場合は、すべてのパス

ワードを同じ値に設定することができます。 
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TightVNC サーバーを自動的に起動するよう構成するには ：

1. 装置のメ イン メニューから、 システム設定を選択します。

2. リモートセッシ ョ ンをタ ップします。

3. ユニッ トの起動時に TightVNC Server を自動的に起動するチェッ ク

ボッ クスを選択します。

4. 装置が入力を求めたら、 はいをタ ップして、 必要に応じて、 TightVNC
のパスワード （およびその他のパラ メータ） を設定します。

新しいパラ メータが、 直ちに考慮されます。 装置に接続する方法に関する

詳細は、 TightVNC による装置への接続ページ 159 を参照して ください。

5. をタ ップして Mini Toolbox ウインド ウへ戻り ます。
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ファイアウォールへの例外の追加

注記 : 管理者レベルのユーザのみが、 ファ イアウォールへ例外を追加するこ とが

できます。

ネッ ト ワークまたはインターネッ トに接続されている場合、 不正なアクセ

スを防ぐために、 装置は、 Microsoft のファ イアウォールによって保護され

ています。 装置に付属しているすべてのアプリ ケーシ ョ ンが正し く動作す

るよ うにファ イアウォールが事前設定されています。 ただし、 例外を追加

するこ とで、 他のアプリ ケーシ ョ ンがネッ ト ワークやインターネッ トにア

クセスするこ とを許可するこ とができます。

ファ イアウォールを設定する方法がわからない場合は、 ネッ ト ワーク管理

者に問い合わせてください。

ファイアウォールへ例外を追加するには ：

1. 装置のメ イン メニューから、 システム設定をタ ップします。

2. Windows ファ イアウォールをダブルタ ップします。
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3. 例外タブを選択します。

4. 必要とする任意のアプリ ケーシ ョ ンを追加するには、 プログラムの追

加をタ ップします。

5. 終了したら、 OK （ダイアログボッ クスの下部にあ り ます） をタ ップし

て変更を確定し、 コン ト ロールパネルウ ィンド ウに戻り ます。
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10 ネッ トワーク接続のテスト
注記 : 本機能はオプシ ョ ンの IPT ソフ ト ウェアパッケージでのみ使用できます。

広くネッ ト ワーキングで使用される最も一般的な二つの基本的なテス ト

は、 ping テス ト と ト レースルート テス トです。 これらのテス ト を使用する

と、 IP パケッ トがローカルホス トから リモート ホス トへ （またはその逆）

転送できるこ とを確認するこ とができます。 

Ping テストの実施

ping テス トは、 パケッ トが リモート ホス トに到達するためにかかる平均時

間を測定する基本的なテス トです。 このテス ト を使用する と、 迅速にその

リモート ホス トが正し く機能するかど うかを確認できます。

ping テス トには、 6 つの共通のパラ メータがあ り ます。

 URL （IP アドレス）

 送信するパケッ ト数

 パケッ トサイズ

 パケッ トが リモート ホス トに到達するのに許容される最大時間

 リモート ホス トに達するために許容されるホップの最大数 （TTL）

 パケッ ト を断片化するこ とができるかど うかを示すフラグ

テス トが完了したら、 結果をエクスポートするこ とができます。 後で直

接、 Microsoft Excel に生成されたテキス ト ファ イル （タブ区切り） をイン

ポートするこ とができます。

重要
誤解を招くような結果を回避するために、ping またはトレースルートテ

ストを実行する前に、常に装置が一度に 1 つのネットワーク（標準の

イーサネットまたは無線ネットワークのいずれか）のみに接続されてい

ることを確認してください。
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Ping テス トの実施
Ping テストを実行するには :

1. Mini Toolbox テス ト ツールタブを選択し、 次に IP Tools をタ ップしま

す。

2. IP Testing Tools から、 Ping タブを選択します。
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ネッ トワーク接続のテスト

Ping テス トの実施
3. 到達するための URL または IP アドレスを入力します。 デフォルトボ

タンをタ ップして、 装置のデフォルトの ping アドレスを使用するこ と

ができます。 デフォルト値を設定するこ とはできません。

4. その他のパラ メータを設定します。

 送信するパケッ ト数

 パケッ トサイズ

 タイムアウ ト リ ミ ッ ト  

 TTL リ ミ ッ ト

 ホス トに完全なパケッ ト を送信したい場合、 断片化の許可の

チェッ クボッ クスをク リ アします。

5. 開始ボタンをタ ップします。

停止ボタンをタ ップするこ とによ り、 いつでも ping テス ト を停止するこ と

ができます。
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ネットワーク接続のテスト

ト レースルート テス トの実行
ト レースルートテストの実行

ト レースルート テス トは、 最終的なホス トに到達するために必要なノード

数の平均値を評価するために使用されます。 これはよ くネッ ト ワークの ト

ラブルシューティングを行うために使用されます （ファ イアウォールや

ルーティングの問題でブロ ッ ク されたアクセスを特定）。

この ト レースルート テス トユーティ リ テ ィで次のこ とができます。

 リモート ホス トのアドレスを入力する。

 パケッ トが リモート ホス トに到達するのに許容する最大時間を設定す

る。

 リモート ホス トに達するために許容するホップの最大数 （TTL） を設

定する。

 IP アドレスのために DNS を解決するかど うかを選択する。

テス トが完了したら、 結果をエクスポートするこ とができます。 後で直

接、 Microsoft Excel に生成されたテキス ト ファ イル （タブ区切り） をイン

ポートするこ とができます。
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ネッ トワーク接続のテスト

ト レースルート テス トの実行
ト レースルートテスト を実行するには :

1. IP テス ト ツールから、 ト レースルート タブを選択します。

2. 到達するための URL または IP アドレスを入力します。 デフォルトボ

タンをタ ップして、 装置のデフォルトの ト レースルート アドレスを使

用するこ とができます。 デフォルト値を設定するこ とはできません。

3. その他のパラ メータを設定します。

 タイムアウ ト リ ミ ッ ト  

 TTL リ ミ ッ ト

 ノードの対応する IP アドレスのホス ト名を取得したい場合は、IP ア

ドレスを解決のチェッ クボッ クスを選択するか、 またはク リ アし

ます。

4. 開始ボタンをタ ップします。

停止ボタンをタ ップするこ とによ り、 いつでも ト レースルート テス ト を停

止するこ とができます。
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結果のエキスポート
結果のエキスポート

テス トが完了したら、 現在のテス トページの結果をエクスポートするこ と

ができます。 今後の使用のために結果を残しておきたい場合は、 結果ファ

イルを装置から直接開く こ とができないので、 それらをエクスポートする

必要があ り ます。 

結果は、 テキス ト ファ イルに送信されます。 フ ィールドは、 Microsoft 
Excel ワークシートへのインポート を簡素化する 「タブ」 文字で区切られ

ています。

デフォルトでは、 アプリ ケーシ ョ ンは以下のファイル名を提案します。

 ping テス ト用 ：

Ping for [URL] on [YEAR]_[MONTH]_[DAY].txt

 ト レースルート テス ト用 ：

Trace Route for [URL] on [YEAR]_[MONTH]_[DAY].txt

説明 ：

 [URL] は入力した URL または IP アドレスです。

 [YEAR] はテス トの年です。

 [MONTH] は、 テス トの月です。

 [DAY] はテス トの日です。

例 ：

www.yoursite.org で 2010 年 1 月 3 日に行われた ping テス トでは、 提案さ

れたファイル名は次のよ うにな り ます。

Ping for www.yoursite.org on 2010_01_03.txt

結果をエクスポートするには ：

エクスポートボタンをタ ップします。 必要な場合は、 推奨されたファイル

名を変更します。 
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11 メンテナンス
長期的かつ故障がない運転を実現するには :

 光ファ イバコネク タを使用する前に必ず点検し、 必要であればク リー

ニングします。

 装置を埃から守り ます。

 装置の筺体とフロン トパネルを、 少量の水で湿らせた布できれいにし

ます。

 装置を清潔かつ湿度の低い場所で室温保管します。 装置に直射日光が

当たらないよ うにします。

 高湿度や大幅な温度変化を避けます。

 不要な衝撃や振動を避けます。

 装置の上または中に液体がこぼれた場合は、 直ちに電源をオフにして、

外部電源から切断し、 電池を取り除いて装置を完全に乾かします。

警告
本書に記載される以外の制御、調整、または手順を実施すると、危険な

状況にさらされたり、本装置で提供される安全保護を損なう恐れがあり

ます。
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ディテクタポートの清掃
ディテクタポートの清掃

ディテクタを定期的に清掃するこ とは、 測定精度の維持に役立ちます。

ディテクタポートを清掃するには ：

1. 保護キャ ップとアダプタ （FOA） をディテク タから取り除きます。

2. ディテクタが埃をかぶっている場合、 圧縮空気で吹き飛ばします。

3. 注意深く綿棒の先端に触らないよ うにし、 イ ソプロピルアルコールの

1 滴だけで、 ク リーニング綿棒の先端を湿らせます。

4. 軽く押し付けるよ うにして （ディテク タウ ィ ンド ウを割らないよ う

に）、 ディテク タウ ィ ンド ウ上でク リーニング綿棒をゆっ く り と回転さ

せます。

5. 乾いたク リーニング綿棒で手順 4 を繰り返すか、 圧縮空気で乾かしま

す。

6. 1 回使用したら、 そのク リーニング綿棒は捨てます。

重要
装置を使用していないときは、常に保護キャップをディテクタに取り付

けます。

重要
アルコールを大量に使うと、跡が残ることがあります。一度に多くのア

ルコールが出るボトルを使用しないでください。
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FTB-1 装置のタッチスク リーンのク リーニング
FTB-1 装置のタッチスクリーンのクリーニング

老眼鏡を洗浄するために使用するよ うな柔らかい非研磨性の布を水で湿ら

せて、 タ ッチスク リーンを清掃して ください。

メインバッテリを充電するには ：

メ イン リチウムイオンバッテ リは、 次の 2 サイズで提供されます。

 4 セル （小） バッテ リ

 8 セル （大） バッテ リ

ク ロ ッ クバッテ リはメ インバッテ リーと一緒に自動的に充電されます。

 Mini Toolbox で、 充電状態がメ イン メニューの上に表示されます。

 装置はまた、 フロン トパネルの LED で充電状態を示します （ LED イン

ジケータの説明ページ 5 を参照） ：
 

注意
水以外の液体を使用すると、タッチスクリーンの特殊コーティングが傷

付くことがあります。

 ステータス LED バッテリ充電状態

緑 完全充電済み

緑、 点滅 充電中

赤 エラーまたはバッテ リが装置にあ り ません
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メ インバッテ リ を充電するには ：
メインバッテリを充電するには ：

AC アダプタ / チャージャを使用して、 装置を電源に接続します。 充電サイ

クルが自動的に開始し、 終了します。

重要
 バッテリは工場出荷時には充電されていません。装置（バッテリの

交換ページ 178 を参照）にバッテリコンパートメントを取り付け

て、最初に装置を使用する前にバッテリを完全に充電してください。

バッテリは数時間後に、またはバッテリ LED インジケータの点滅が

停止した後に完全に充電されます。

 バッテリを充電するのに要する時間は、現在使用中のモジュールの

タイプや周囲温度などの様々な要因に依存します。

 バッテリが適切に機能し、または充電することを確実にするには、

10 °C ～ 40 °C（50 °F ～ 104 °F）の間の温度に保ちます。50 °C
（122 °F）未満で保存します。

 指定されたチャージャでのみ充電します。

 装置が使用される方法により、しばらくすると、充電状態のアイコ

ンがバッテリの実際の電力レベルに対応していないことがあります

（例えば、アイコンはその電力レベルが十分であることを示します

が、バッテリーが弱すぎるため、装置の電源が切れます）。完全な

キャリブレーションサイクル（バッテリの再キャリブレーション

ページ 175 を参照）が必要になります。
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バッテ リの再キャ リブレーシ ョ ン
バッテリの再キャリブレーション

装置が使用される方法に応じて、 しばら くする と、 充電状態のアイコンが

もはやバッテ リの実際の電力レベルに対応していないこ とがあ り ます （例

えば、 バッテ リ レベルアイコンはその電力レベルが十分であるこ とを示し

ますが、 バッテ リーが弱すぎるため、 装置の電源が切れます）。 完全な

キャ リブレーシ ョ ンサイ クルが必要にな り ます。

以下の手順で、 バッテ リのキャ リブレーシ ョ ンユーティ リ ティ を使用して

キャ リブレーシ ョ ンを実行するこ とができます。

 ユーティ リ テ ィがバッテ リ をフル充電します。

 次に完全にバッテ リ を放電します。

 バッテ リーが完全に充電できるまで待つ必要があ り ます。

全体のキャ リブレーシ ョ ンプロセスは数時間かかるこ とがあ り ます。 いつ

でもプロセスを停止するこ とができますが、 バッテ リーはまだキャ リブ

レーシ ョ ンが必要でバッテ リは必ずしも （あなたがプロセスを停止した瞬

間に応じて） フル充電されていない可能性があ り ます。 

キャ リブレーシ ョ ン手順が進行中のと き、 手順名の前の LED が黄色で表示

されます。 手順が完了する と、 緑色の LED が点灯します。

重要
推定オフセット値（バッテリキャリブレーションアプリケーションに表

示されている）が 10％以上である場合、EXFO は、バッテリを再キャリ

ブレートすることをお勧めします。
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バッテ リの再キャ リブレーシ ョ ン
バッテリを再キャリブレーシ ョ ンするには ：

1. メ イン メニューから、 設定を選択し、 次にバッテ リ キャ リブレーシ ョ

ンをダブルタ ップします。

2. 装置に AC アダプタ / チャージャを接続します。
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バッテ リの再キャ リブレーシ ョ ン
3. キャ リブレーシ ョ ン開始ボタンをタ ップします （キャ リブレーシ ョ ン

停止ボタンが使用可能になり ます）。 

キャ リブレーシ ョ ンが完了する と、 キャ リブレーシ ョ ン開始ボタンが

再び使用可能になり ます。
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バッテ リの交換
バッテリの交換

装置は、 特に EXFO のために設計されているバッテ リ を使用します。 この

よ う な理由から、 メ インバッテ リ を FTB-1 に設計されバッテ リ とのみ交換

するこ とができます。

新しいバッテ リ と空のバッテ リ コンパート メン ト （別名 「バッテ リ カ

バー」） を EXFO 購入するこ とができます。

メ イン リチウムイオンバッテ リは、 次の 2 サイズで提供されています。

 4 セル （小） バッテ リ

 8 セル （大） バッテ リ

注記 : バッテ リはバッテ リ コンパート メン トに収まらなければならないので、 こ

れらのコンパート メン ト も、 2 つのサイズで提供されます。

注記 : バッテ リおよびバッテ リ コンパート メン トは個別に販売されています。 こ

のため、 既にお持ちのバッテ リ コンパート メン トで使用する予備のバッテ

リ を購入するこ とができます。 バッテ リのサイズはコンパート メン トのサ

イズと一致する必要があ り ます。

注意
同じタイプとモデルのリチウムイオン電池のみを使用してください。他

のバッテリを使用すると、装置が破損し、あなたの安全を危険にさらす

可能性があります。

警告
火や水の中にバッテリを投げ入れたり、バッテリの電気接点を短絡した

りしないでください。分解しないでください。
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バッテ リの交換
メインバッテリを取り除くには ：

1. 装置の電源をオフにします。 

2. 次のよ うにバッテ リ コンパート メン ト （モジュールの隣にあ り ます）

を取り外します。

2a. 装置のフロン トパネルが、 テーブルなどの平面に載るよ うに配置

します。

2b. バッテ リ コンパート メン トのネジの可動部分を持ち上げて、 コン

パート メン トが緩むまで反時計回りにねじを回します。 拘束ねじ

のため、 完全に取り外すこ とはできません。

ねじを反時計回りに緩める

バッテリコンパートメント
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バッテ リの交換
2c. 側面でバッテ リ コンパート メン ト を持ち、 慎重にそれを引き出し

ます。

3. 必要に応じて次のよ うに、 バッテ リ コンパート メン トからバッテ リ を

取り外します。

3a. バッテ リが手前になるよ うにバッテ リ コンパート メン ト を置きま

す。

3b. ソケッ トからバッテ リ を取り外すためにバッテ リ タブを引き出し

ます。

これでバッテ リ を交換する準備が整いました。

メインバッテリを交換 （または設置） するには ：

1. 交換用のバッテ リ をお持ちでない場合は、 新しいものを購入するため

に EXFO にご連絡ください。

2. 空の内部が確認できるよ うにバッテ リ コンパート メン ト を配置します。

注意
衝撃や落下は、コンパートメント内のバッテリを緩める可能性がありま

す。 

バッテリの取り返しのつかない破損を避けるため、必ずバッテリが落下

しないことを確認しながら、慎重にバッテリコンパートメントを取り外

します。

重要
常にバッテリコンパートメントのサイズに対応したサイズのバッテリを

お使いください。
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バッテ リの交換
3. 次のよ うにバッテ リ を取り付けます。

3a. 極性を守って、 新しいバッテ リ を挿入します。 ガイ ド と してコン

パート メン ト内に記述されている画像を使用するこ とができま

す。 

注記 : バッテ リの位置が合っていれば、 その極は上を向いているよ うにな り、

バッテ リ コンパート メン トのイ ラス ト と同じ側に配置されます。

3b. 所定の位置に固定するには、 バッテ リ を軽く押します。

4. 2 つのネジを確認できるよ うにバッテ リ コンパート メン ト を配置しま

す。 

5. バンパーと コンパート メン トの短い側が、 プラ ッ ト フォームのものと

同じ高さになるよ うに、 バッテ リ コンパート メン ト をプラ ッ ト フォー

ムの上に配置します。 必要に応じて、 正しい配置になるまでバッテ リ

コンパート メン ト を少し動かします。

6. コンパート メン トのネジの可動部分を持ち上げて、 軽く押しながら、

締まるまで、 時計回りにねじを回します。

注記 : ご自分でクロ ッ クバッテ リ を交換するこ とはできません。

バッテリーの極
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装置の再キャ リブレーシ ョ ン
装置の再キャリブレーション

製造 / サービスセンターのキャ リブレーシ ョ ンは、 ISO/IEC17025 規格に基

づいており、 お客様との事前の合意がない限り、 キャ リブレーシ ョ ン文書

にキャ リブレーシ ョ ンの推奨間隔を記載してはならないと定めています。

仕様の有効性は、 運転環境によって異な り ます。 例えば、 キャ リブレー

シ ョ ンの有効期間は、 使用度、 環境条件、 装置のメンテナンスによって延

長 ・ 短縮されます。 必要と される精度に応じて、 十分なキャ リブレーシ ョ

ン間隔を決定して ください。

通常の使用において、 EXFO は、 1 年に 1 回の装置のキャ リブレーシ ョ ン

を推奨します。

リサイクルおよび廃棄 ( 欧州連合のみに適用 )
欧州指令 WEEE 2002/96/EC に基づく、 リサイ クル / 廃棄の完全情報につい

ては、 EXFO ウェブサイ ト  (www.exfo.com/recycle) をご覧ください。 
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12 ト ラブルシューティング

よ くある問題の解決

問題 原因 解決策

装置に電源が入り ませ
ん。

バッテ リが放電されて
います。

 バッテ リ を充電します。

 バッテ リーを完全に充電したもの
と交換します。

 AC アダプタ / チャージャを使用し
て、 装置を外部電源に接続しま
す。

装置は、 外部電源に接
続されていません。

AC アダプタ / チャージャを使用して、
装置を外部電源に接続します。

外部電源が切断されて
います。

外部電源が両端で接続されているこ
とを確認します。

装置の画面
が暗い。

ユニッ トのバッ ク ラ イ
トがオフになっていま
す。

バッ ク ラ イ ト ボタンを押します。

バッテ リが放電し、 装
置がシャ ッ ト ダウンし
ました。

 バッテ リ を充電します。

 バッテ リーを完全に充電したもの
と交換します。

 AC アダプタ / チャージャを使用し
て、 装置を外部電源に接続しま
す。

ログイン時に、 すべての
ユーザーアカウン ト を参
照するスク ロールバーは
表示されません。

--- 画面上で見るこ とができるユーザー
アカウン トのいずれかを選択し、 次
のアカウン トに移動するために下矢
印 （装置のキーパッ ドから） を押し
ます。

上 / 下矢印を使用して、 アカウン ト を
閲覧します。 
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よ く ある問題の解決
リモートデスク ト ップ経
由で装置を制御する場
合、 システム設定ウ ィン
ド ウは正し く表示されま
せん。

---  リモートデスク ト ップで装置に接
続する前に、 システム設定ウ ィン
ド ウが閉じているこ とを確認しま
す。

または

 すでにリモートデスク ト ップで装
置に接続している場合は、 システ
ム設定ウ ィンド ウを閉じて、 再度
開きます。

リモートデスク ト ップで
装置に接続したと きは、
一部のアプリ ケーシ ョ ン
が正し く表示されませ
ん。

お使いのコンピュータ
で、 接続時に選択され
ている画面の解像度が
高すぎます。

お使いのコンピュータで、 装置に接
続する前に、 リモートデスク ト ップ
のオプシ ョ ンで低い画面解像度を選
択します。

外部キーボードが動作し
ていません。

外部キーボードが検出
されません。

 キーボードを外してから、 再度接
続します。

 装置の電源を切り、 キーボードを
接続して、 装置の電源をオンにし
ます。

画面の文字が暗く見えま
す。

明るさが適切に設定さ
れていません。

明るさを調整します。

モジュールが検出されま
せん。

モジュールのアプリ
ケーシ ョ ンが装置にま
だインス トールされて
いないか、 またはモ
ジュールのアプリ ケー
シ ョ ンが最新のもので
はあ り ません。

モジュールのアプリ ケーシ ョ ンの最
新バージ ョ ンが装置で利用可能であ
るこ とを確認します （インス トール
またはアプリ ケーシ ョ ンのアップグ
レードセクシ ョ ンを参照して くださ
い）。

問題 原因 解決策
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よ くある問題の解決
いずれかのアプリ ケー
シ ョ ンが応答していませ
ん。

 を押し、 シャ ッ ト ダウン メ
ニューが表示されたら、 電源オフを
選択します。 装置を再度オンにして、
リセッ ト します。

システム設定内のキャ リ
ブレーシ ョ ンアプ リ ケー
シ ョ ンによ り タ ッチスク
リーンをキャ リブレー
シ ョ ンできません。

画面のキャ リブレー
シ ョ ンが非常に悪いで
す。

  を押し、 シャ ッ ト ダウン メ
ニューが表示されたら、 電源オフ
を選択して、

 装置をオンにします。 .

システムがブート メニューを表示
している間に （3 秒）、 下矢印を装
置のキーパッ ドで押し、 緊急シス
テムツール操作モードを選択しま
す。 

または

（接続している場合）、 キーボード
の下矢印キーを押します。

  装置のキーパッ ドで押すか、
またはキーボードの ENTER を押
して選択を確定します。 

  を押して、

スク リーンキャ リブレーシ ョ ンを
開始します。

装置の動作時間が短縮さ
れています。

おそら くバッテ リが消
耗しています。

バッテ リ を交換します。

バッテ リが完全に充電
されていませんでし
た。

 バッテ リ を充電します。

 完全なバッテ リのキャ リブレー
シ ョ ンサイ クルa を実行します。

バッテ リーインジケータ
がフル充電後に低いまま
です。

バッテ リは完全には充
電されていません。

完全なバッテ リのキャ リブレーシ ョ
ンサイ クル a を実行します。

問題 原因 解決策
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よ く ある問題の解決
バッテ リが充電されてい
ません。

周囲温度が高すぎる、
または低すぎます。

バッテ リ を充電する場所の温度が、
仕様の範囲内であるこ とを確認しま
す。

AC アダプタ / チャー
ジャが正し く接続され
ていません。

アダプタ / チャージャが装置と電源コ
ンセン トの両方に接続されているこ
とを確認します。

装置が突然スタンバイま
たはハイバネーシ ョ ン
モードに切り替わり ま
す。

電源設定が正し く定義
されていません。

定義済みの電源設定 （常にオンまた
はバッテ リの最大利用） のいずれか
を選択します。 詳細については、 電
力管理オプシ ョ ンの設定セクシ ョ ン
を参照して ください。

装置が応答しません。 VPN ク ラ イアン ト をインス トールし
よ う と していなかった場合で、 装置
が応答を停止した場合、 装置を リ ス
ト アします。

これを行うには、 装置を通常の動作
にリ ス ト アセクシ ョ ンを参照してく
ださい。

VPN ク ラ イアン ト をインス トールし
よ う と していた場合は、 装置を再起
動して新規インス トールを開始しま
す。 問題が解決しない場合は、 装置
を リ ス ト アします。 

問題 原因 解決策
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よ くある問題の解決
3G USB モデムキーが接
続されていますが、 イン
ターネッ トにアクセスす
るこ とができません。

 USB モデムキーに
SIM カードがあ り
ません。

USB モデムキーに SIM カードを挿入
します。 完全な手順については、 ご
使用のモデムキーに付属のマニュア
ルを参照して ください。

 FTB-1 装置は最新
ではあ り ません。

USB モデムのキーを接続する前に、
最新のシステムのアップグレードお
よびプラ ッ ト フォームのキッ トが装
置にインス トールされているこ とを
確認します。 詳細については、 3G 
USB モデムキーセクシ ョ ンを使用し
てインターネッ トへのアクセスのセ
クシ ョ ンを参照して ください。

 USB モデムキーが
正し く検出されま
せん。

装置からモデムキーを取り外し、 再
度接続してみます。

モデムキーがまだ検出されない場合、
別の USB ポートに接続してみます。

 SIM カードが有効
になっていない
か、 購入したサー
ビスパッケージに
問題があ り ます。

 SIM カードがロ ッ
ク されています。

 モバイルネッ ト
ワークに問題があ
り ます。

モバイルサービスのプロバイダにお
問い合わせください。

GPS USB キーが正し く
検出されません。

--- 装置から GPS キーを取り外し、 再度
接続してみます。

GPS キーがまだ検出されない場合、
別の USB ポートに接続してみます。

問題 原因 解決策
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よ く ある問題の解決
VPN ク ラ イアン トのイ
ンス トール中に問題また
はエラーが発生しまし
た。

--- 装置を再起動し、 新規インス トール
を開始します。 問題が解決しない場
合は、 装置を リ ス ト アします。 これ
を行うには、 装置を通常の動作にリ
ス ト アセクシ ョ ンを参照して くださ
い。

VPN ク ラ イアン ト を別
のク ライアン トに変更し
たい。 

または

装置からの VPN ク ラ イ
アン ト を削除する必要が
あ り ます。

--- 装置を リ ス ト アします。 これを行う
には、 装置を通常の動作にリ ス ト ア
セクシ ョ ンを参照して ください。

VPN ク ラ イアン トが
誤って更新されていま
す。

--- 装置を リ ス ト アします。 これを行う
には、 装置を通常の動作にリ ス ト ア
セクシ ョ ンを参照して ください。

a. 完全なバッテリのキャリブレーションサイクルは、フル充電、すぐに続く完全放電、その後のフル充電に
より構成されます。

問題 原因 解決策
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装置を通常の運用設定に戻す
装置を通常の運用設定に戻す

FTB-1 は、 標準的な Windows の起動シーケンスを使用して起動するよ う

に設定されます。 ただし必要な場合、 緊急のシステムツールの機能を使用

するこ とができます。

 ディ スクの完全性のチェッ ク

 リ カバリのために、 USB ス ト レージデバイスに、 直接いくつかのファ

イルをバッ クアップします

 初期状態 （購入したと きの状態） に装置を戻すか、 または、 例えば、

EXFO カスタマサービスによって提供される可能性のある特定の

Windows イ メージ （WIM） を使用して リ ス ト アします。

注記 : 緊急システムツールを使用する前に、 装置にキーボード とマウスを接続す

る と役に立つこ とがあ り ます。

重要
システムパーティションのリストアは、開始すると、元に戻すか、また

は停止することはできません。

イメージファイルに含まれていない他の製品をインストールした場合

は、後でそれらを再インストールする必要があります。

D ドライブに保存されているデータを失うことを避けるためには、シス

テムパーティションをリストアする前に、それをバックアップすること

もできます。そうしないと、すべてのファイルが失われます。
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装置を通常の運用設定に戻す
装置のキーパッ ドを使用してさまざまなウィンドウに移動するには ：

 上 / 下や右 / 左の矢印を使用します。

 また を押して、 次のグループの機能に移動するこ と もできます

（TAB キーに相当）。

 を押して項目を選択します （ENTER キーに相当）。

システムパーティシ ョ ンをリストアするには ：

1. FTB-1 をオンにします。

2. システムがブート メニュー （3 秒） を表示している間に、

下矢印を装置のキーパッ ドで押し、 メンテナンスおよびリ カバリモー

ドを選択します。 

または

（接続している場合）、 キーボードの下矢印キーを押します。

3. 装置のキーパッ ドで を押すか、 またはキーボードの ENTER を押

して選択を確定します。

注記 : タ ッチスク リーンは、 この時点で有効になり ます。
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装置を通常の運用設定に戻す
4. メ インウ ィ ンド ウから、 イ メージからシステムパーティシ ョ ンの リ ス

ト アを選択し、 次へをタ ップします。
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装置を通常の運用設定に戻す
5. 初期状態 （ほとんどの場合） へ装置を元に戻したい場合は、 工場出荷

時のリ カバリ イ メージを選択します。

または

イ メージファ イル （例えば、 カスタマサービスによって提供される）

を使用したい場合、 .wim ファ イルを選択し、 ブラウズボタンを使用し

て、 ファ イルを見つけます。
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装置を通常の運用設定に戻す
6. 次へをタ ップして、 次の手順に進みます。

7. 次へをタ ップして、 リ ス ト アプロセスを開始します。 装置は、 プロセ

スの完了時に再起動します。
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装置を通常の運用設定に戻す
D ド ライブからデータを取得するには ：

1. FTB-1 をオンにします。

2. システムがブート メニュー （3 秒） を表示している間に、

下矢印を装置のキーパッ ドで押し、 メンテナンスおよびリ カバリモー

ドを選択します。 

または

（接続している場合）、 キーボードの下矢印キーを押します。

3. 装置のキーパッ ドで を押すか、 またはキーボードの ENTER を押

して選択を確定します。

注記 : タ ッチスク リーンは、 この時点で有効になり ます。

4. メ インウ ィ ンド ウから、 データ と設定ファイルの USB フラ ッシュ ド ラ

イブへのバッ クアップを選択し、 次へをタ ップします。
194 FTB-1



ト ラブルシューテ ィング

装置を通常の運用設定に戻す
5. バッ クアップするファ イルを選択します。 

チェッ クマークは、 フォルダ全体 （サブフォルダおよびファ イル） の

選択を示します。 灰色のチェッ クボッ クスは、 サブフォルダのすべて

のファイルが選択されていないこ とを示しています。

6. 使用したい USB デバイスが装置に接続されていない場合は、 システム

がそれを見つけるこ とができるよ うに、 直ちにそれを接続します。 次

へをタ ップします。
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装置を通常の運用設定に戻す
7. 使用可能なデバイスのリ ス トからのデータを保存したい USB デバイス

を選択します。

注記 : この時点で、 USB デバイスを接続するこ とを忘れてしまい、 リ ス トに表示

されない場合は、 戻るをタ ップし、 デバイスを接続してから次へをタ ップ

して、 このウ ィンド ウに戻り ます。

8. 次へをタ ップして、 ファ イルのコピープロセスを開始します。

プログレスバーは、 どのファ イルがコピーされているかを示します。

転送の進行中にキャンセルをタ ップした場合は、 既に USB デバイスに

コピーされたすべてのファ イルが、 USB デバイスに保存されたまま と

な り ます。

9. 転送が完了する と、 キャンセルをタ ップし メ インウ ィンド ウに戻り ま

す。
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装置を通常の運用設定に戻す
ディスクの完全性を確認するには ：

1. FTB-1 をオンにします。 .

2. システムがブート メニューを表示している間に （3 秒）、

下矢印を装置のキーパッ ドで押し、 メンテナンスおよびリ カバリモー

ドを選択します。 

または

（接続している場合）、 キーボードの下矢印キーを押します。

3. 装置のキーパッ ドで を押すか、 またはキーボードの ENTER を押

して選択を確定します。

注記 : タ ッチスク リーンは、 この時点で有効になり ます。

4. メ インウ ィ ンド ウから、 ディ スクの完全性をチェッ クを選択し、 次へ

をタ ップしします。
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装置を通常の運用設定に戻す
5. 次へをタ ップして、 ディ スクの分析を開始します。

分析が完了したら、 詳細をタ ップして、 各ド ラ イブのレポート を閲覧

できます。

6. 完了したら、 OK をタ ップします。

7. 完全性解析ツールを終了するには、 キャンセルをタ ップし メ インウ ィ

ンド ウに戻り ます。
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技術サポート グループへのお問い合わせ
技術サポートグループへのお問い合わせ

本製品のアフターサービスまたは技術サポート をご利用になるには、 次の

いずれかの電話番号で EXFO にお問い合わせください。 技術サポート グ

ループは、 月～金の午前 8 時から午後 7 時まで ( 東部標準時 ) ご利用いた

だけます。

技術サポートの詳細については、 EXFO ウェブサイ ト  (www.exfo.com) を
参照して ください。

 

お問い合わせの際は、 対応を早めるため、 製品番号やシ リ アル番号 ( 製品

識別ラベルを参照下記に見本を表示 )、 問題の内容をお手元にご用意くだ

さい。

輸送

本装置を移動する際には、 仕様の温度範囲を超えないよ うにして くださ

い。 輸送中の破損は、 不適切な取り扱い方によって生じます。 破損の可能

性を最小限に抑えるため、 次の手順に従う こ とが推奨されます。

 発送する際には、 装置を元の梱包材料で梱包します。

 高湿度や大幅な温度変化を避けます。

 装置に直射日光が当たらないよ うにします。

 不要な衝撃や振動を避けます。

技術サポートグループ
400 Godin Avenue
QuebecG1M 2K2
CANADA

1 866 683-0155 ( 米国およびカナダ )
電話 :1 418 683-5498
Fax:1 418 683-9224
support@exfo.com
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13 保証

一般情報

EXFO Inc. (EXFO)  は、 本装置が発送されてから   1 年間、 その材質と仕上

がりにおいて瑕疵がないこ とを保証します。 また EXFO は、 通常の使用に

おいて、 本装置が該当する仕様を満たすこ とを保証します。

保証期間の間、 本装置の修理が必要になった場合、 あるいは当初のキャ リ

ブレーシ ョ ンが誤っていた場合、 EXFO はその自由裁量によ り、 欠陥品の

修理、 交換、 返金、 製品の点検または調整を無償で行います。 保証期間中

にキャ リブレーシ ョ ン検査のために本装置が返送され、 公開仕様すべてを

満たすものと認められた場合、 EXFO はキャ リブレーシ ョ ンの正規手数料

を請求します。 EXFO Inc. は、 本装置が発送されてから  1 年間、 その材質

と仕上がりにおいて瑕疵がないこ とを保証します。

本保証は、 商品性や特定目的への適合性などの黙示保証を含むがこれらに

限定されない、 明示、 黙示、 または法定のその他の保証すべてに代わるも

のです。 EXFO は、 いかなる場合も、 特別、 偶発的、 または結果的損害に

対して責任を負いません。

重要
次の場合に、保証が無効になることがあります。

 許可を得ていない者または EXFO 以外の要員によって装置が不正に

変更、修理、または作業された場合。

 保証シールが取り外された場合。

 本書で指定された筺体ねじ以外のねじが取り外された場合。

 本書で指定される方法以外の方法で筺体が開けられた場合。

 装置のシリアル番号が改ざん、消去、取り外された場合。

 装置が誤用、不注意、または事故により破損した場合。
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責任
責任

EXFO は、 本製品の使用によって生じる損害、 本製品に接続される機器の

性能における不具合、 または本製品が属するシステムの障害に対して責任

を負いません。

EXFO は、 本製品およびその付属品やソフ ト ウェアの不適切な使用または

未許可の改造に起因する損害に対して、 責任を負わないものと します。

除外

EXFO は、 購入済みの装置を修正する義務を生じさせるこ とな く、 同社の

いかなる製品に対しても、 その設計または構成をいつでも変更できる権利

を留保します。 ヒ ューズ、 表示灯、 電池、 およびユニバーサル ・ インタ

フェース  (EUI) を含むがこれらに限定されない、 EXFO 製品と共に使用さ

れる付属品は、 本保証の対象外です。

不適切な使用または取り付け、 通常の使用による正常損耗、 事故、 乱用、

不注意、 火災、 水漏れ、 落雷、 またはその他の天災、 製品外部の原因、 あ

るいは EXFO が制御できないその他の要因に起因する故障は、 保証対象外

と しています。

証明書

EXFO は、 本装置の工場出荷時に公開仕様を満たしていたこ とを証明しま

す。

重要
EXFO は、誤用または不適切なクリーニングにより破損した光ファイバ

コネクタの交換に対して、手数料を請求します。
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保証

保守修理
保守修理

EXFO は、 購入日よ り  5 年間、 製品の保守修理を行います。

保守修理のために装置を返送するには :

1. EXFO のいずれかの認定サービスセンターにお問い合わせください 
(EXFO　の世界各地のサービスセンターページ 204 を参照 )。 サポート

要員が、 装置の保守、 修理、 またはキャ リブレーシ ョ ンの必要性を判

断します。

2. 装置を  EXFO または認定サービスセンターに返送する必要がある場合、

サポート要員は返品承認 (RMA) 番号を発行し、 郵送先住所をお教えし

ます。

3. 可能な場合は、 修理のために装置を返送する前に、 データをバッ ク

アップします。

4. 装置を元の梱包材料で梱包します。 欠陥とそれを観察した条件 ・ 環境

を詳細に記載した一覧表または報告書を含めるよ うにして ください。

5. サポート要員が指示した住所宛に、 送料前払いで装置を返送します。

RMA 番号を必ず出荷票に下記込んでください。 EXFO は RMA 番号を持

たないパッケージの受取は拒否して返却します。

注記 : 返品された装置の試験後、 該当する仕様を満たすものと判明した場合、 試

験設定費が発生します。

装置は修理後に、 修理報告書と共に返送されます。 装置が保証外である場

合、 当該報告書に記載される費用を請求します。 保証期間内の装置につい

ては、 EXFO がお客様への返送料を支払います。 輸送中の保険費用は、 お

客様負担とな り ます。

定期的な再キャ リブレーシ ョ ンは、 どの保証プランにも含まれていませ

ん。 キャ リブレーシ ョ ン / 検査は、 基本または延長保証の対象になってい

ないため、 一定期間の FlexCare キャ リブレーシ ョ ン / 検査パッケージをご

購入になるこ と もできます。 認定サービスセンターにお問い合わせくださ

い (EXFO　の世界各地のサービスセンターページ 204 を参照 )。
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保証

EXFO　の世界各地のサービスセンター
EXFO　の世界各地のサービスセンター

製品の保守修理が必要な場合は、 最寄りの認定サービスセンターまでお問

い合わせください。

EXFO Headquarters Service Center 
( 本社サービスセンター )
400 Godin Avenue
QuebecG1M 2K2
CANADA

1 866 683-0155 ( 米国およびカナダ )
電話 :1 418 683-5498
Fax:1 418 683-9224
support@exfo.com 

EXFO Europe Service Center 
( ヨーロッパサービスセンター )
Omega Enterprise Park, Electron Way
Chandlers Ford, HampshireS0534SE
ENGLAND

電話 :+442380246810
Fax:+442380246801
support.europe@exfo.com 

EXFO Telecom Equipment
(Shenzhen) Ltd.
3rd Floor, Building 10,
Yu Sheng Industrial Park (Gu Shu 
Crossing), No. 467, 
National Highway 107, 
Xixiang, Bao An District, 
Shenzhen, China, 518126

電話 :+86 755 29553100
Fax:+86 755 29553101
support.asia@exfo.com 
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A 技術仕様

重要
下記の技術仕様は、予告なく変更される場合があります。本セクション

に記載される情報は、参考目的でのみ提供されています。本製品の最新

の技術仕様を入手するには、EXFO ウェブサイト（www.exfo.com）をご

覧ください。

TECHNICAL SPECIFICATIONS
Display Touchscreen, color, 800 x 480 TFT, 178 mm (7 in)

Interfaces 
 
 

Two USB 2.0 ports 
RJ-45 LAN 10/100/1000 Mbit/s 
Fiber inspection probe connector port (video) 
Built-in Bluetooth and Wi-Fi (hardware option)

Storage
8 GB internal memory (flash) 
16 GB internal memory (flash), optional

Batteries

Rechargeable lithium-ion batteries

8 hours of operation as per Telcordia* (Bellcore) 
TR-NWT-001138

Power supply
AC/DC adapter, input 100-240 VAC, 50-60 Hz, 
1.6 A max, output 24 VDC, 3.75 A

Computer
Intel ATOM processor 
Windows Embedded Standard operating system

GENERAL SPECIFICATIONS
Size (H x W x D) 190 mm x 252 mm x 66 mm 

(7 1/2 in x 9 15/16 in x 2 5/8 in)

Weight (with battery) 1.5 kg (3.3 lb)

Temperature
Operating 
Storage

0 °C to 50 °C (32 °F to 122 °F) 
–40 °C to 70 °C (–40 °F to 158 °F)**

Relative humidity 0 % to 95 % non-condensing

* With optional extended-life battery.

** –20 °C to 60 °C (–4 °F to 140 °F) with the battery pack.

ACCESSORIES
FP4S 400x Fiber Inspection Probe GP-2028 Computer security cable kit

FP4D 200x/400x Fiber Inspection Probe GP-2112 3G Universal USB Dongle

GP-10-086 Rigid FTB-1 carrying case GP-2113 GPS USB Dongle

GP-10-072 Semi-rigid FTB-1 carrying case GP-2137 USB-to-RS-232 converter

GP-302 USB mouse GP-2138 DC car adapter/inverter

GP-1002 Headset GP-2144 USB 16G micro-drive

GP-1008 VFL adapter (2.5 mm to 1.25 mm) GP-2155 Carry-on size backpack

GP-2001 USB keyboard GP-2200 Module receptacle back panel

GP-2016 10 feet RJ-45 LAN cable
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技術仕様
VISUAL FAULT LOCATOR (VFL) (OPTIONAL)
Laser, 650 nm ±10 nm 

CW

Typical Pout in 62.5/125 μm: 3 dBm (2 mW)

PM-1 BUILT-IN POWER METER SPECIFICATIONS a

Calibrated wavelengths (nm) 850, 1300, 1310, 1490, 1550, 1625, 1650

Optional CWDM calibrated 
wavelengths (nm) 

1270, 1290, 1310, 1330, 1350, 1370, 1390, 1410, 1430, 1450, 1470, 1490,  
1510, 1530, 1550, 1570, 1590, 1610, 1383, 1625

Power range (dBm) 10 to —86 (InGaAs) 
26 to —64 (GeX) 

Uncertainty (%) b ±5 % ± 3 pW (InGaAs) 
±5 % ± 0.4 nW (GeX)

Display resolution (dB) 

InGaAs 
 
 
GeX 
 

0.01 = max to —76 dBm 
0.1 = —76 dBm to —86 dBm 
1 = —86 dBm to min 
0.01 = max to —54 dBm 
0.1 = —50 dBm to —60 dBm 
1 = —60 dBm to min 

Automatic offset nulling range c Max power to —63 dBm for InGaAs 
Max power to —40 dBm for GeX

Tone detection (Hz) 270/1000/2000

LASER SAFETY

21 CFR 1040.10 AND IEC 60825-1:2007 
CLASS 3R WITH VFL OPTION

Notes

a.    At 23 ºC ±1 ºC, 1550 nm and FC connector. With modules in idle mode. Battery operated.

b.  Up to 5 dBm.

c.  For ±0.05 dB, from 18 ºC to 28 ºC.

LASER RADIATION
AVOID DIRECT EYE EXPOSURE

CLASS 3R LASER PRODUCT

IEC 60825-1:2007
21 CFR 1040.10 

l: 650 ±10 nm
Pout maximum < 5mW (into free space)
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